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表示しようとする機能性に関する説明資料（研究レビュー） 

標題： 

本届出食品：ヒアルロン酸Ｃゼリーに含まれる機能性関与成分ヒアルロン酸

Naの皮膚の水分量の増加による肌の乾燥を改善する機能に関する研究レビュー

（定性的システマティックレビュー） 

商品名：ヒアルロン酸Ｃゼリー 

機能性関与成分名：ヒアルロン酸Na 

表示しようとする機能性：本品にはヒアルロン酸Naが含まれます。ヒアルロン

酸Naはお肌の潤いに役立ち、乾燥をやわらげる機能

が報告されています。 

作成日：平成29年6月14日 

届出者名：アース製薬株式会社 代表取締役 川端克宜 

抄 録 

ア）目的

「肌の乾燥が気になる健常者が（P）」、「ヒアルロン酸Naを経口摂取することは

（I）」、「プラセボ食品を摂取することと比較して（C）」、「肌の乾燥を改善させ

る効果があるか？（O）」について、研究レビュー（システマティックレビュー

（SR））を実施した。

イ）方法

事前に規定したプロトコールに基づき行った。検索は 2 名で実施し、他 1 名

が適宜確認し、対象文献を選定した。文献データベースはPubMed、The Cochrane 

Library、医中誌Web、J-DreamⅢ（JMEDPlus, JSTPlus, JST7580）とし、メタア

ナリシス(MA)、SR、無作為化コントロール比較試験(RCT)、準RCTを対象に検索

を行った。各文献と研究全体でのバイアスリスク、直接性、評価項目（皮膚水

分量）のエビデンスの強さと重要度等を評価した。

ウ）結果

MA、SRは採用文献がなく、RCT2報、準 RCT4 報の合計 6報が採用された。全

採用文献で評価された皮膚の水分量ではRCT2報中1報が肯定的、1報が否定的

であり、準RCT4報中3報が肯定的、1報が否定的であった。バイアスリスク評

価では、RCT、準RCTともに全ての文献でバイアスリスクは低かった。エビデン

ス総体的評価では、RCT、準RCTともに皮膚水分量はエビデンスの強さが中程度

と判断した。

ヒアルロン酸 Na の 1 日あたりの摂取量は、佐藤ら（2002）、佐藤ら（2007）、

吉田ら（2009）、Kawadaら（2015）の文献では120mg、柴田ら（2008）の文献で

は 50mg、渡邉ら（2015）の文献では 240mgであり、6報中 4報で、皮膚の水分

量の増加作用が示された。6報中2報に皮膚の水分量の増加作用が認められなか
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った理由として、柴田ら（2008）の文献では、ヒアルロン酸の摂取量が50mgで

あり摂取量が有効量まで達していないため、また渡邉ら（2015）の文献では、

比較的水分量が高い前腕の内側を測定部位としたためと考えられる。 

エ）結論 

ヒアルロン酸Naを1日あたり120mg摂取することにより、肌の乾燥が気にな

る成人健常者に対して、皮膚の水分量の増加作用による肌の乾燥を改善する機

能を示すと考えられる。 

 

 

はじめに 

（１）論拠 

皮膚は表皮、真皮、皮下組織から構成されており結合組織に分類される。皮膚

の役割は、痛覚などの感知、体の表面としての内臓の保護、物質の透過、熱交換

など様々である。特に真皮は、皮膚に強靭さを与える重要な役割を担う。皮膚に

強靭さを与えるコラーゲン線維間には、ヒアルロン酸が存在する。このヒアルロ

ン酸は、細胞間のクッションとしての役割をもっており、皮膚の水分量の維持に

大きな役割をもつ。本研究レビューの機能性関与成分であるヒアルロン酸 Naは、

ヒアルロン酸のナトリウム塩である。ヒアルロン酸 Naの経口摂取と皮膚水分量

との関係についての知見は、いくつかの文献が発表されている。しかし、これら

のヒト試験を網羅的に評価した研究レビューは少ない。そこで、本研究レビュー

では、肌の乾燥が気になる健常者がヒアルロン酸 Naを経口摂取することによる

皮膚水分量の増加作用について検証を行った。 

（２）目的 

ヒアルロン酸 Naの摂取による「皮膚の水分量増加作用」に関して、リサーチ

クエスチョンを「肌の乾燥が気になる健常者が（P）」、「ヒアルロン酸 Naを経口

摂取することは（I）」、「プラセボ食品を摂取することと比較して（C）」、「肌の乾

燥を改善させる効果があるか？（O）」について、研究レビュー（システマティッ

クレビュー（SR））を実施した。 

 

方法 

 （1）プロトコールと登録（PRISMA声明項目5） 

・ 本研究レビューでは、研究レビューの実施に先立ちプロトコールを作成した。 

・ 本研究レビューのプロトコールは未登録である。 

 

（2）適格基準（PRISMA声明項目6） 

【研究の特性】 

P（参加者） ：肌の乾燥が気になる健常者 

I（介入） ：ヒアルロン酸Naの摂取 

C（比較） ：プラセボ食品の摂取 

O（アウトカム） ：肌の乾燥を改善させる効果があるか？ 

S（研究デザイン） ：RCTおよび準RCT 

なお、対象参加者（P）は、食品機能性表示に関わるガイドラインに従って健

常人および特定保健用食品のヒト臨床試験で規定される被験者を対象としてい

る。 
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【報告の特性】 

言語 外国語（PubMed）、英語（The Cochrane Library）並びに日

本語（医中誌Web、JMEDPlus） 

考慮した年数 PubMed（1946-2015年）、The Cochrane Library（1992-2015

年）、医中誌Web（1981-2015年）、JMEDPlus（1981-2015年）、

JSTPlus (1981-2015年)-JST7580(1975-1981年) 

発表状態 公開 

 

（3）情報源（PRISMA声明項目7） 

外国語文献 PubMed 

英語文献 The Cochrane Library 

日本語文献 医中誌Web、JMEDPlus、JSTplus_JST7580 

最終検索日 PubMed:2015年5月14日、The Cochrane Library:2015年5

月14日、JMEDPlus:2015年5月26日、JSTplus-JST7580:2015

年5月27日 

 

（4）検索（PRISMA声明項目8）：別紙様式（V）-5参照 

【外国語文献】文献データベース：PubMed 

 

# 検索式 文献数 

#1 

"hyaluronic acid"[All Fields] OR 

("hyaluronic acid"[MeSH Terms] OR 

("hyaluronic"[All Fields] AND "acid"[All 

Fields]) OR "hyaluronic acid"[All Fields] OR 

"hyaluronan"[All Fields]) OR ("hyaluronic 

acid"[MeSH Terms] OR ("hyaluronic"[All 

Fields] AND "acid"[All Fields]) OR 

"hyaluronic acid"[All Fields] OR 

"hyaluronate"[All Fields]) 

24,171 

#2 

"clinical trial"[Publication Type] OR 

"clinical trials as topic"[MeSH Terms] OR 

"clinical trial"[All Fields] 

1031,690 

#3 
controlled[All Fields] AND ("biomedical 

research"[MeSH Terms] OR study[Text Word]) 554,418 

#4 

"randomized controlled trial"[Publication 

Type] OR "randomized controlled trials as 

topic"[MeSH Terms] OR "randomized 

controlled trial"[All Fields] 

487,914 

#5 "meta-analysis as topic"[MeSH Terms] 13,939 

#6 

"review"[Publication Type] OR "review 

literature as topic"[MeSH Terms] OR 

"systematic review"[All Fields] 

1993,107 
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#7 
"injections"[MeSH Terms] OR injection[All 

Fields] 
623,939 

#8 "skin"[MeSH Terms] OR skin[All Fields] 642,327 

#9 #1 AND (#2 OR #3 OR #4 OR #5 OR #6) 3,798 

#10 #9 AND #8 486 

#11 #9 NOT #7 2,657 

#12 #10 NOT #7 300 

（※ORおよびAND：検索の絞り込み条件記号であり、検索語ではない。） 

 

【英語文献】文献データベース：The Cochrane Library 

# 検索式 文献数 

#1 

"hyaluronic acid" or "hyaluronan" or 

"hylaruronate" (Word variations have been 

searched) 

1,520 

#2 

"clinical trial" or "clinical study" or 

"randomized controlled trial" (Word 

variations have been searched) 

599,531 

#3 
"meta-analysis" or "systematic review" 

(Word variations have been searched) 58,863 

#4 "skin" (Word variations have been searched) 35,989 

#5 
injection:ti,ab,kw (Word variations have 

been searched) 
45,359 

#6 #1 and (#2 or #3) 1,282 

#7 #6 and #4 166 

#8 #6 not #5 792 

#9 #7 not #5 97 

（※AND：検索の絞り込み条件記号であり、検索語ではない。） 

 

【日本語文献】文献データベース：医中誌Web 

# 検索式 文献数 

#1 

("Hyaluronic Acid"/TH or ヒアルロン酸/AL) 

or ヒヤルロン酸/AL or ("Hyaluronic Acid"/TH 

or ヒアルロナン/AL) or ("Hyaluronic 

Acid"/TH or Hyaluronan/AL) or ("Hyaluronic 

Acid"/TH or "Hyaluronic acid"/AL) or 

Hyaluronicacid/AL or ("Hyaluronic Acid"/TH 

or Hyaluronate/AL) 

7,659 

#2 

(臨床試験/TH or 臨床試験/AL) or (第I相試験

/TH or 第1相試験/AL) or (第II相試験/TH or 

第2相試験/AL) or (第III相試験/TH or 第3

99,488 
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相試験/AL) or (第I相試験/TH or 第一相試験

/AL) or (第II相試験/TH or 第二相試験/AL) or 

(第III相試験/TH or 第三相試験/AL) or 比較

試験/AL or フェーズ試験/AL or フェーズトラ

イアル/AL or フェーズトスタデ/AL or "PHASE 

TRIAL"/AL or ("臨床試験"/TH or "CLINICAL 

TRIAL"/AL) or "PHASE STUDY"/AL or ("[クリニ

カルスタディ]"/JN or "CLINICAL STUDY"/AL) or 

(二重盲検法/TH or 二重盲検/AL) or 

DOUBLEBLIND/AL or "DOUBLE BLIND"/AL or ダブ

ルブラインド/AL or ランダム試験/AL or コン

トロール試験/AL 

#3 #1 and #2  251 

#4 
(皮膚/TH or ヒフ/AL) and (皮膚/TH or 皮膚

/AL) 
318,492 

#5 #3 and #4 37 

（※ORおよびAND：検索の絞り込み条件記号であり、検索語ではない。） 

 

【日本語文献】文献データベース：JMEDPlus  

# 検索式 文献数 

#1 

ヒアルロン酸/al OR ヒヤルロン酸/al OR ヒア

ルロナン/al OR Hyaluronan/al OR "Hyaluronic 

acid"/al OR Hyaluronicacid/al OR 

Hyaluronate/al 

10,249 

#2 

臨床試験/AL+第１相試験/AL+第２相試験/AL+

第3相試験/AL+第一相試験/AL+第二相試験/AL+

第三相試験/AL+比較試験/AL+フェーズ試験

/AL+フェーズトライアル/AL+フェーズトスタ

デ/AL+二重盲検

/AL+DOUBLEBLIND/AL+DOUBLE(W)BLIND/AL+ダブ

ルブラインド/AL+ランダム試験/AL+コントロ

ール試験

/AL+PHASE(W)TRIAL/AL+CLINICAL(W)TRIAL/AL+

PHASE(W)STUDY/AL+CLINICAL(W)STUDY/AL 

230,066 

#3 #1 AND #2 453 

#4 皮膚/AL+皮ふ/AL+ヒフ/AL+SKIN/AL 420,801 

#5 #3 AND #4 53 

（※AND：検索の絞り込み条件記号であり、検索語ではない。） 

 

【日本語文献】文献データベース：JSTPlus-JST7580 

# 検索式 文献数 
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#1 

ヒアルロン酸/al OR ヒヤルロン酸/al OR ヒア

ルロナン/al OR Hyaluronan/al OR "Hyaluronic 

acid"/al OR Hyaluronicacid/al OR 

Hyaluronate/al  

10,647 

#2 

臨床試験/AL+第１相試験/AL+第２相試験/AL+

第3相試験/AL+第一相試験/AL+第二相試験/AL+

第三相試験/AL+比較試験/AL+フェーズ試験

/AL+フェーズトライアル/AL+フェーズトスタ

デ/AL+二重盲検

/AL+DOUBLEBLIND/AL+DOUBLE(W)BLIND/AL+ダブ

ルブラインド/AL+ランダム試験/AL+コントロ

ール試験

/AL+PHASE(W)TRIAL/AL+CLINICAL(W)TRIAL/AL+

PHASE(W)STUDY/AL+CLINICAL(W)STUDY/AL  

249,664 

#3 #1 AND #2 371 

#4 皮膚/AL+皮ふ/AL+ヒフ/AL+SKIN/AL 214,663 

#5 #3 AND #4 66 

（※AND：検索の絞り込み条件記号であり、検索語ではない。） 

 

（5）研究の選択（PRISMA声明項目9） 

文献データベースの検索はAとBの2名により実施し、Cが適宜確認しレビュ

ーの対象文献を選定した。対象とした文献データベース（PubMed、The Cochrane 

Library、医中誌Web、JMEDPlus、JSTPlus-JST7580）から肌の乾燥が気になる健

常者に対してヒアルロン酸（ヒアルロン酸 Na）を摂取させ皮膚水分量の改善を

評価している文献を抽出し、MA、SRまたはRCT、準RCTに絞り込んだ。 

 

（6）研究の選択（PRISMA声明項目10） 

1.投与検体がヒアルロン酸（ヒアルロン酸 Na）のみの試験、2.プラセボ対照

試験、3.経口投与試験、4. 健常者を対象とした試験、以上4項目に該当する文

献を抽出し、健常者に対してヒアルロン酸（ヒアルロン酸 Na）を経口摂取させ

皮膚水分量の改善を評価している文献を記載した。(別紙様式（V）-5参照）。 

 

（7）文献データ項目（PRISMA声明項目11） 

評価対象文献について、文献番号、文献データベース固有 ID、著者名、掲載

雑誌、タイトル、研究デザイン、PICO、セッティング、対象者特性、介入、対

照、解析方法、アウトカム、害、査読の有無を記載した（別紙様式（V）-7参照）。 

 

（8）個々の研究のバイアスリスク（PRISMA声明項目12） 

二次検索で選定した文献の「肌の乾燥の改善」に関する評価項目である皮膚

水分量について、それぞれバイアスリスクを評価した。本研究レビューでは、

個別の文献のバイアスリスク、非直接性について「高」、「中／疑い」、「低」の3

段階で評価を行った。バイアスの評価項目は、選択バイアス（ランダム化、割

付の隠蔵）、盲検性バイアス（参加者、アウトカム評価者）、症例減少バイアス
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（[ITT、FAS、PPS]、不完全アウトカムデータ）、選択的アウトカム報告、その

他のバイアスについて評価した。非直接性については、対象、介入、対照、ア

ウトカムについて評価した。バイアスリスクと非直接性について個別の項目の

評価の他に、まとめとして項目全体についても同様に 3段階で評価した（別紙

様式（V）-11-a参照）。 

 

（9）要約尺度（PRISMA声明項目13） 

効果指標、各群内の前後の平均値・平均値差・p値、介入群と対照群間の平均

値差・p値を評価した（別紙様式（V）－11-a参照）。 

 

（10）結果の統合（PRISMA声明項目14） 

評価対象文献 6報の各群内での前後の平均値・平均値差、介入群と対照群間

の平均値差について評価した。定性的研究レビューのため、各結果は未統合と

した（別紙様式（V）-13-a参照）。 

 

（11）全研究のバイアスリスク（PRISMA声明項目15） 

バイアスリスク、非直接性、不精確、非一貫性、その他のバイアスについて、

個々の研究のバイアスリスクを反映し評価した（別紙様式（V）－13-a参照）。 

 

（12）追加的な解析（PRISMA声明項目16） 

本研究レビューでは追加的な解析を実施しなかった。 

 

 

結果 

（1）研究の選択（PRISMA声明項目17）：別紙様式（V）-5、（V）-6、（V）-8お

よび（V）-10参照 

一次検索ではPubMed、The Cochrane Library、医中誌Web、JMEDPlus、JSTPlus 

- JST7580を対象として、検索式により23報の文献を抽出した。二次検索では、

MA、SRは採用文献がなく、RCTおよび準 RCTは 6報が採用された。以下に採用

文献を記す。 

[1]佐藤稔秀ら, 乾燥肌及び肌荒れに対するヒアルロン酸含有食品の臨床効

果. Aesthet. Dermatol., 12(3):109-120, 2002. 

[2]佐藤稔秀ら, 乾燥肌の皮膚水分値に対するヒアルロン酸含有食品の臨床

効果. Aesthet Dermatol., 17(1): 33-39, 2007. 

  [3] 柴田歌菜子ら, N-アセチルグルコサミンの乾燥肌に対する臨床効果の検

討. Aesthet. Dermatol., 18(1): 91-99, 2008. 

[4] 吉田拓史ら, 乾燥肌における微生物発酵ヒアルロン酸含有食品の経口

摂取による改善効果. 新薬と臨床, 58(8), 143-155, 2009. 

[5] Kawada C, et al., Ingestion of hyaluronans(molecular weighs 800 k 

and 300 k) improves dry skin conditions: an randomized, double blind, 

control study. J. Clin. Biochem. Nutr., 56(1): 66-73, 2015. 

[6] 渡邉誠ら, 低分子ヒアルロン酸の経口摂取における美肌効果－プラセ

ボ対照二重盲検平行群間比較試験－. 薬理と治療, l43(1), 57-64, 2015. 
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（2）研究の特性（PRISMA声明項目18）：別紙様式（V）-7参照 

抽出した 2報は日本人を対象とした RCTであり、残り 4報もすべて日本人を

対象とした準RCTであった。また査読付きの文献は6報中5報であった。 

 

（3）研究内のバイアス・リスク（PRISMA声明項目19）：別紙様式（V）-11a参

照 

本研究レビューにおいては、RCTおよび準RCTを対象とした。全ての文献でバ

イアスは「低」であった。 

 

（4）個別の研究の結果（PRISMA声明項目20）：別紙様式（V）-7、（V）-11aお

よび（V）-14参照 

評価した6報のうち、4報が肯定的であり、2報が否定的であった。 

・佐藤ら（2002）の文献では、肌が乾燥し、肌荒れに悩んでいる男女（男性

13名、女性22名）にヒアルロン酸を120 mg配合した食品について、プラ

セボ食品を対照に 6週間の準 RCT試験を実施した。その結果、摂取 2週間

後に左眼下の皮膚水分量が、プラセボ群と比較して、有意に増加したこと

を報告している。 

・佐藤ら（2007）の文献では、肌のかさつき、たるみが気になるまたは目尻

にシワのある女性 39名にヒアルロン酸を 120 mg配合した食品について、

プラセボ食品を対照に 4週間の準 RCT試験を実施した。その結果、摂取 3

週間後に右耳朶下の皮膚水分量が、プラセボ群と比較して、有意に増加し

たことを報告している。 

・柴田ら（2008）の文献では、日頃、肌の乾燥を気にしている成人女性13名

にヒアルロン酸を50mg配合した食品について、プラセボ食品を対照に8週

間の RCT試験を実施した。その結果、皮膚水分量は摂取 4週間後にヒアル

ロン酸摂取群で左上腕内側（p<0.01）、頚背部（p<0.05）において摂取前と

比較して有意に増加し、摂取 8週間後にヒアルロン酸摂取群で、左上腕内

側(p<0.01)において摂取前と比較して有意に増加を示したが、プラセボ群

との群間差は認められなかったことを報告している。 

・吉田ら（2009）の文献では、日頃、慢性的に肌が乾燥し、肌荒れに悩んで

いる男女 42名に平均分子量 30万のヒアルロン酸を 120mg配合した食品に

ついて、プラセボ食品を対照に4週間の準RCT試験を実施した。その結果、

摂取終了 2週間後に右耳朶下において、プラセボ群と比較して、摂取 2週

間後に有意に増加したことを報告している。 

 ・Kawada et al.（2015） の文献では、日頃、慢性的に肌が乾燥し、肌荒

れに悩んでいる女性42名を対象に平均分子量300Kもしくは、800Kのヒア

ルロン酸 120mgを配合した食品について、プラセボ食品を対照に 6週間の

RCT試験を実施した。その結果、摂取終了2週後にヒアルロン酸に右耳朶下

の水分量が、プラセボ群と比較して、有意に増加したことを報告している。 

・渡邉ら（2015）の文献では、左右どちらかの目尻のシワグレードが2～5で、

前腕内側角質層水分量が低めで、シワや乾燥肌に悩んでいる30～49歳の女

性28名を対象に、平均分子量3.8万のヒアルロン酸240mgを配合した食品

について、プラセボを対照に 8週間の準 RCT試験を実施した。その結果、
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左前腕内側の皮膚水分量はプラセボ群と比較して、有意な差が認められな

かったことを報告している。 

 

（5）結果の統合（PRISMA声明項目21）：別紙様式（V）-13a参照 

研究レビューの対象となった文献 6報の各群内の前後の平均値・平均値差、

介入群と対照群間の平均値差について評価した。 

定性的研究レビューのため、各結果は統合しなかった。 

 

（6）全研究のバイアスリスク（PRISMA声明項目22）：別紙様式（V）-11a、13a

参照 

本研究レビューにおいて、バイアスリスクは検出されなかった。このため、全研

究のバイアスリスクは低いと考えられた。 

 

考察 

（1）エビデンスの要約（PRISMA声明項目24） 

本研究レビューではリサーチクエスチョン「肌の乾燥が気になる健常者が

（P）」、「ヒアルロン酸Naを経口摂取することは（I）」、「プラセボ食品を摂取す

ることと比較して（C）」、「肌の乾燥を改善させる効果があるか？（O）」を検証

した。下記の通り、エビデンスの強さと重要性を評価した。 

皮膚水分量の比較では、RCTにおいては2報中肯定的文献が1報、否定的文献

が1報、準 RCTにおいては 4報中肯定的文献が3報、否定的文献が1報であっ

た。 

よって、エビデンスの強さはRCTは中（B）、PICOに対して重要なアウトカム

であることから重要性は 9段階中 9とした。準 RCTでは、エビデンスの強さは

中（B）、PICOに対して重要なアウトカムであることから重要性は9段階中8と

した。 

 

（2）限界（PRISMA声明項目25） 

本研究レビューにおいて肯定的結果となったヒアルロン酸Naの1日あたりの

摂取量は、佐藤ら（2002）、佐藤ら（2007）、吉田ら（2002）、Kawadaら（2015）

の文献において全て120mgであった。否定的結果のヒアルロン酸Naの1日あた

りの摂取量は、柴田ら（2008）の文献では50mg、渡邉ら（2015）の文献では240mg

であった。効果の差については、最低効果用量と測定部位の差が考えられる。

柴田らの文献では、摂取量が 50mgと少なく、筆者らは摂取量が少ないことが、

プラセボとの有意な差が認められなかった要因として考察している。また、渡

邉らの文献では、冬場などの乾燥時期でも比較的水分量の高い左前腕内側を測

定部位としていることや、摂取前の水分量が54程度で、他の5報では、摂取前

の水分量が20～45程度の値であることから、比較的水分量の多い被験者層を対

象としたため、プラセボ食品との間に有意な差が認められなかったと考えられ

る。 

以上から、適切な測定部位による選定とヒアルロン酸Naの1日あたりの摂取

量120mgにより、機能性を発揮すると考えられる。 

なお、本研究レビューで採用された論文中では、ヒアルロン酸と記載があるが、

いずれも論文中の情報からヒアルロン酸Naであると考えられ、体内で速やかに
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ヒアルロン酸となることから本届出食品に含まれるヒアルロン酸Naと本研究レ

ビューで採用されたヒアルロン酸の同等性に問題は無いと考えられる。 

 

スポンサー・共同スポンサー及び利益相反に関して申告すべき事項 

本研究レビューは原料メーカーから第三者機関に実施を委託し、作成の対価と

して委託料を支払っている。それ以外の個人的および組織的利益相反は存在しな

い。 

また、届出者は、原料メーカーより本研究レビューの提供を受けており、届出

者と研究レビュー実施者との間に直接的な利益相反はない。 

 

各レビューワーの役割 

本研究レビューは第三者機関の社員3名でおこなった。Aは博士（学術）、Bは

学士（農学）の学位を有し、自然科学および人文科学分野の文献の検索や英語文

献の内容について十分に理解する能力を持っており、文献の一次検索および二次

検索からまとめ作業を行った。Cは博士（農学）の学位を有し、医学分野・統計

学分野における専門知識に精通しているため、AおよびBの検索結果の不一致時

の仲裁や、レビュー結果のまとめに関する作業を行った。 

 

PRISMA声明チェックリスト（2009年）の準拠 

☑おおむね準拠している。 

 

 

 

【備考】 

 上記様式に若干の修正を加えることは差し支えないが、PRISMA声明チェ

ックリスト（2009年）に準拠した、詳細な記載でなければならない（少な

くとも上記項目に沿った記載は必須とする。）。 

 ２段組にする等のレイアウト変更及び本文の文字数は任意とする。 

 「はじめに」から「各レビューワーの役割」までの各項目については、上

記様式とは別の適切な様式を用いて記載してもよい。この場合、当該項目

の箇所には「提出資料○○に記載」等と記載すること。 
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商品名：ヒアルロン酸Cゼリー

# 検索式 文献数

#1
"hyaluronic acid" or "hyaluronan" or
"hylaruronate" (Word variations have been
searched)

1,520

#2
"clinical trial" or "clinical study" or "randomized
controlled trial" (Word variations have been
searched)

599,531

#3
"meta-analysis" or "systematic review" (Word
variations have been searched)

58,863

#4 "skin" (Word variations have been searched) 35,989

#5
injection:ti,ab,kw (Word variations have been
searched)

45,359

#6 #1 and (#2 or #3) 1,282

#7 #6 and #4 166

#8 #6 not #5 792

#9 #7 not #5 97

# 検索式 文献数

#1

"hyaluronic acid"[All Fields] OR ("hyaluronic
acid"[MeSH Terms] OR ("hyaluronic"[All Fields]
AND "acid"[All Fields]) OR "hyaluronic acid"[All
Fields] OR "hyaluronan"[All Fields]) OR
("hyaluronic acid"[MeSH Terms] OR
("hyaluronic"[All Fields] AND "acid"[All Fields]) OR
"hyaluronic acid"[All Fields] OR "hyaluronate"[All
Fields])

24,171

#2
"clinical trial"[Publication Type] OR "clinical trials
as topic"[MeSH Terms] OR "clinical trial"[All
Fields]

1,031,690

#3
controlled[All Fields] AND ("biomedical
research"[MeSH Terms] OR study[Text Word])

554,418

日付：　2015年5月14日

検索者：　A　および　B

The Cochrane Library

日付：　2015年5月14日

検索者：　A　および　B
PubMed

データベース検索結果

タイトル：ヒアルロン酸Naの皮膚水分量の増加による肌の乾燥を改善する機能に関する研究レ
ビュー（定性的システマティックレビュー）

日付：　2015年5月14日 ～ 2015年5月27日

リサーチクエスチョン：肌の乾燥が気になる健常者が、ヒアルロン酸Naを経口摂取することは、プ
ラセボ食品を摂取することと比較して、肌の乾燥を改善させる効果があるか？

検索者：　A　および　B



#4
"randomized controlled trial"[Publication Type] OR
"randomized controlled trials as topic"[MeSH
Terms] OR "randomized controlled trial"[All Fields]

487,914

#5 "meta-analysis as topic"[MeSH Terms] 13,939

#6
"review"[Publication Type] OR "review literature
as topic"[MeSH Terms] OR "systematic
review"[All Fields]

1,993,107

#7 "injections"[MeSH Terms] OR injection[All Fields] 623,939

#8 "skin"[MeSH Terms] OR skin[All Fields] 642,327

#9 #1 AND (#2 OR #3 OR #4 OR #5 OR #6) 3,798

#10 #9 AND #8 486

#11 #9 NOT #7 2,657

#12 #10 NOT #7 300

# 検索式 文献数

#1

("Hyaluronic Acid"/TH or ヒアルロン酸/AL) or ヒヤ
ルロン酸/AL or ("Hyaluronic Acid"/TH or ヒアルロ
ナ ン /AL) or ("Hyaluronic Acid"/TH or
Hyaluronan/AL) or ("Hyaluronic Acid"/TH or
"Hyaluronic acid"/AL) or Hyaluronicacid/AL or
("Hyaluronic Acid"/TH or Hyaluronate/AL)

7,659

#2

(臨床試験/TH or 臨床試験/AL) or (第I相試験/TH
or 第1相試験/AL) or (第II相試験/TH or 第2相試験
/AL) or (第III相試験/TH or 第3相試験/AL) or (第I
相試験/TH or 第一相試験/AL) or (第II相試験/TH
or 第二相試験/AL) or (第III相試験/TH or 第三相
試験/AL) or 比較試験/AL or フェーズ試験/AL or
フェーズトライアル/AL or フェーズトスタデ/AL or
"PHASE TRIAL"/AL or (" 臨 床 試 験 "/TH or
"CLINICAL TRIAL"/AL) or "PHASE STUDY"/AL or
("[ ク リ ニ カ ル ス タ デ ィ ]"/JN or "CLINICAL
STUDY"/AL) or (二重盲検法/TH or 二重盲検/AL)
or DOUBLEBLIND/AL or "DOUBLE BLIND"/AL or
ダブルブラインド/AL or ランダム試験/AL or コント
ロール試験/AL

99,488

#3 #1 and #2 251

#4 (皮膚/TH or ヒフ/AL) and (皮膚/TH or 皮膚/AL) 318,492

#5 #3 and #4 37

# 検索式 文献数

#1
ヒアルロン酸/al OR ヒヤルロン酸/al OR ヒアルロナ
ン /al OR Hyaluronan/al OR "Hyaluronic acid"/al
OR Hyaluronicacid/al OR Hyaluronate/al

10,249

#2

臨床試験/AL+第１相試験/AL+第２相試験/AL+第3
相試験/AL+第一相試験/AL+第二相試験/AL+第三
相試験/AL+比較試験/AL+フェーズ試験/AL+フェー
ズトライアル/AL+フェーズトスタデ/AL+二重盲検
/AL+DOUBLEBLIND/AL+DOUBLE(W)BLIND/AL+ダ
ブルブラインド/AL+ランダム試験/AL+コントロール
試験
/AL+PHASE(W)TRIAL/AL+CLINICAL(W)TRIAL/AL+
PHASE(W)STUDY/AL+CLINICAL(W)STUDY/AL

230,066

検索者：　A　および　B
医中誌Web
日付：　2015年5月19日

検索者：　A　および　B
JMEDPlus
日付：　2015年5月26日



#3 #1 AND #2 453

#4 皮膚/AL+皮ふ/AL+ヒフ/AL+SKIN/AL 420,801

#5 #3 AND #4 53

# 検索式 文献数

#1
ヒアルロン酸/al OR ヒヤルロン酸/al OR ヒアルロナ
ン /al OR Hyaluronan/al OR "Hyaluronic acid"/al
OR Hyaluronicacid/al OR Hyaluronate/al

10,647

#2

臨床試験/AL+第１相試験/AL+第２相試験/AL+第3
相試験/AL+第一相試験/AL+第二相試験/AL+第三
相試験/AL+比較試験/AL+フェーズ試験/AL+フェー
ズトライアル/AL+フェーズトスタデ/AL+二重盲検
/AL+DOUBLEBLIND/AL+DOUBLE(W)BLIND/AL+ダ
ブルブラインド/AL+ランダム試験/AL+コントロール
試験
/AL+PHASE(W)TRIAL/AL+CLINICAL(W)TRIAL/AL+
PHASE(W)STUDY/AL+CLINICAL(W)STUDY/AL

249,664

#3 #1 AND #2 371

#4 皮膚/AL+皮ふ/AL+ヒフ/AL+SKIN/AL 214,663

#5 #3 AND #4 66

福井次矢, 山口直人監修．Minds診療ガイドライン作成の手引き2014．医学書院．2014．を一部改変

【閲覧に当たっての注意】
本シートは閲覧のみを目的とするものであり、不適正な利用は著作権法などの法令違反となる
可能性があるので注意すること。

日付：　2015年5月27日

検索者：　A　および　B
JSTPlus - JST7580
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商品名：ヒアルロン酸Cゼリー

The Cochrane Library (n=97)

PubMed (n=300)

医中誌Web (n=37)

JMEDPlus (n=53)

JSTPlus-JST7580（n=66)

 

福井次矢, 山口直人監修．Minds診療ガイドライン作成の手引き2014．医学書院．2014．を一部改変

本文を入手し、適格基準に合致しているかを
精査した文献（n=25）

本文を精査した結果、
除外すべき理由があり
除外した文献（n=19）

データの統合に用いた文献（n=6）

メタアナリシスを行った文献（n=0 ）

文献検索フローチャート

文献データベース検索により
特定された文献（n=553)

他の情報源から特定された文献（n=0）

１次スクリーニング(*)の対象文献 除外文献

(n=553) (n=528)

* 1次スクリーニング：ヒアルロン酸（ヒアルロン酸Na）の
   経口摂取が　 皮膚に与える影響に関する文献を選抜した。



【閲覧に当たっての注意】
本シートは閲覧のみを目的とするものであり、不適正な利用は著作権法などの法令違反となる
可能性があるので注意すること。
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商品名：ヒアルロン酸Cゼリー

No.

著者名（海外の機
関に属する者につ
いては、当該機関
が存在する国名も
記載する。）

掲載雑誌 タイトル 研究デザイン PICO又はPECO

セッティング（研究
が実施された場所
等。海外で行われ
た研究について

は、当該国名も記
載する。）

対象者特性

介入（食品や機能
性関与成分の種
類、摂取量、介入
（摂取）期間等）

対照（プラセボ、何
もしない等）

解析方法（ITT、
FAS、PPS等）

主要アウトカム 副次アウトカム 害 査読の有無

1

佐藤稔秀ら Aesthet.
Dermatol. , 12(3):
109-120, 2002.

乾燥肌及び肌荒
れに対するヒアル
ロン酸含有食品
の臨床効果

プラセボ対照二
重盲検試験（準
RCT)

肌が乾燥し、肌荒
れに悩んでいる
健常者がヒアル
ロン酸Naを経口
摂取することによ
り、肌の水分量な
どが改善するか
を確認する。

日本 肌が乾燥し、肌荒
れに悩んでいる
男女（男性13名、
女性22名）　平均
年齢　31.5±13.3
歳

［試験品］
ヒアルロン酸を120
mg配合したハード
カプセル
［摂取期間］
4週間

試験品からヒアル
ロン酸を除いた
ハードカプセル

FAS 皮膚水分量 皮膚酸性度、
VISIOSCAN

無し あり

2

佐藤稔秀ら Aesthet.
Dermatol. , 17(1):
33-39, 2007.

乾燥肌の皮膚水
分値に対するヒア
ルロン酸含有食
品の臨床効果

プラセボ対照二
重盲検試験（準
RCT)

肌のかさつき、た
るみが気になるま
たは目尻にシワ
のある健常者が
ヒアルロン酸Naを
経口摂取すること
により、肌の水分
量などが改善す
るかを確認する。

日本 肌のかさつき、た
るみが気になるま
たは目尻にシワ
のある女性39名
平均年齢43.7±
4.6歳

［試験品］
ヒアルロン酸（平
均分子量80万Da）
を120 mg配合した
ハードカプセル
［摂取期間］
4週間

試験品からヒアル
ロン酸を除いた
ハードカプセル

FAS 皮膚水分量 皮膚弾力性、シ
ワおよびキメレプ
リカ

無し あり

3

柴田歌菜子ら Aesthet.
Dermatol. , 18(2):
91-99, 2008.

N-アセチルグル
コサミンの乾燥肌
に対する臨床効
果の検討

無作為化プラセボ
対照二重盲検並
行群間比較試験
（RCT)

日ごろ肌が乾燥
をしている成人女
性にヒアルロン酸
を一日あたり
50mgを経口摂取
してもらうことで、
プラセボ食品と比
較して皮膚水分
量が増加するか
を確認する。

日本 日ごろ肌の乾燥
を気にしている成
人女性
摂取37.6±2.6歳
13名、
プラセボ37.8±3.0
歳　13名

[試験品]
ヒアルロン酸を
50mg含むHA配合
食（250ml/日）
[摂取期間]
8週間

試験品からヒアル
ロン酸を除いた配
合食

PPS 皮膚水分量 自覚症状、写真
判定

腹部症状（ごろご
ろする、おならが
出る。）が1例生じ
たが、軽微で摂取
終了後回復した。

あり

4

吉田拓史ら 新薬と臨牀,
58(8): 143-155,
2009.

乾燥肌における
微生物発酵とヒア
ルロン酸含有食
品の経口摂取に
よる改善効果

プラセボ対照二重
盲検並行群間比
較試験（準RCT)

肌が乾燥し、肌荒
れに悩んでいる
方に対し、平均分
子量30万Daのヒ
アルロン酸を一日
あたり120mgを経
口摂取してもらう
ことで、プラセボ
食品と比較して皮
膚水分量が増加
するかを確認す
る。

日本 日頃、慢性的に
肌が乾燥し、肌荒
れに悩んでいる
方
・男女42名
・年齢：
摂取：43.9±4.8歳
プラセボ：42.7±
4.3歳

［試験品］
ヒアルロン酸（平
均分子量30万Da）
を120 mg配合した
ハードカプセル
［摂取期間］
6週間

試験品からヒアル
ロン酸を除いた錠
剤

FAS 皮膚水分量 皮膚弾力性・画
像解析

無し なし

5

Kawada C, et al ., J. Clin. Biochem.
Nut r., 56(1): 66-
73, 2015.

Ingestion of
hyaluronans
(molecular weighs
800 k and 300 k)
improves dry skin
conditions:
anrondomized,
double blind,
control study

無作為化プラセボ
対照二重盲検並
行群間比較試験
（RCT)

肌が乾燥し、肌荒
れに悩んでいる
方に対し、平均分
子量800 kDa、
300 kDaのヒアル
ロン酸を一日あた
り120mg経口摂取
してもらうことで、
プラセボ食品と比
較して水分量が
増加するかを確
認する。

日本 日頃、慢性的に
肌が乾燥し、肌荒
れに悩んでいる
女性42名
・年齢：
800 kDa：43.68±
1.23歳
300 kDa：43.90±
0.61歳
プラセボ：42.73±
0.92歳

［試験品］
ヒアルロン酸（平
均分子量800 kDa,
300 kDa）を120 mg
配合したハードカ
プセル
［摂取期間］
6週間

試験品からヒアル
ロン酸を除いた
ハードカプセル

FAS 皮膚水分量 皮膚弾力性 無し あり

採用文献リスト



6

渡邉誠ら 薬理と治療,
43(1): 57-64,
2015.

低分子ヒアルロン
酸の経口摂取に
おける美肌効果-
プラセボ対照二
重盲検平行群間
比較試験-

プラセボ対照二重
盲検並行群間比
較試験（準RCT)

目尻のしわに悩
んでいる方、肌が
乾燥している方に
対し、平均分子量
3.8万Daのヒアル
ロン酸を240mg経
口摂取してもらう
ことでプラセボ食
品と比較して水分
量が増加するか
を確認する。

日本 左右どちらかの
目尻のシワグ
レードが2～5で、
前腕内側角質層
水分量が低め
で、シワや乾燥肌
に悩んでいる30
～49歳の女性28
名
・年齢：42.7歳

［試験品］
ヒアルロン酸（平
均分子量3.8万Da）
を240 mg配合した
ハードカプセル
［摂取期間］
8週間

試験品からヒアル
ロン酸を除いた
ハードカプセル

FAS 皮膚水分量 皮膚弾力性・画
像解析

無し あり

【閲覧に当たっての注意】
本シートは閲覧のみを目的とするものであり、不適正な利用は著作権法などの法令違反となる可能性があるので注意すること。

他の様式を用いる場合は、この表と同等以上に詳細なものであること。



別紙様式（Ⅴ）-８　【様式例　添付ファイル用】

商品名：ヒアルロン酸Cゼリー

No. 和文標題 著者・所属 雑誌名 除外理由 備考

1

マイクロニードル技術
を応用したアンチエイ
ジング化粧品の有用
性

松永 由紀子(資生堂
フロンティアサイエン
ス事業部)

Aesthetic
Dermatology , 24(4):
325-332, 2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

2
酵素ドリンクの肥満予
防効果

林田 学(HIF)ら
診療と新薬, 51(12):
1120-1129, 2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

3

ヒアルロン酸と上皮増
殖因子およびビタミン
C誘導体を含有するコ
ラーゲンスポンジから
成る新規創傷被覆材
の開発

Niiyama Hayato(北里
大学人工皮膚研究開
発センター)ら

Journal of Artificial
Organs , 17(1): 81-87,
2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

4

皮膚バリア機能、メラ
ニン産生抑制、肌弾
力に対する精油の効
果検討

熊谷 千津(日本アロ
マ環境協会)ら

アロマテラピー学雑
誌, 14(1): 15-26,
2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

5
天然保湿アミノ酸の
経口摂取による乾燥
肌改善作用

駒野 悠太(キリンR&D
本部健康技術研究
所)ら

アミノ酸研究, 7(2):
119-124, 2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

6

【内外美容への新た
なアプロ
ーチ】 内からも外から
も潤す美容成分ヒア
ルロン酸

川田 千夏(キューピー
研究開発本部技術研
究所)ら

FRAGRANCE
JOURNAL , 42(1): 61-
67, 2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

7

【内外美容への新た
なアプロ
ーチ】 肌老化に対す
るサケ鼻軟骨プロテ
オグリカン及びシナロ
ピクリンによる内外美
容効果

高橋 達治(一丸ファル
コス)

FRAGRANCE
JOURNAL , 42(1): 38-
43, 2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

8

皮膚の細胞外基質に
おけるコラーゲン産生
と機械的ストレッチと
の関係　架橋ヒアルロ
ン酸フィラーのin vivo
効果　ランダム化プラ
セボ対照試験

Turlier Virginie
(Centre de
Recherche sur la
Peau Pierre Fabre,
Hotel Dieu, Toulouse),
et al .

Journal of
Dermatological
Science , 69(3): 187-
194, 2013.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

除外文献リスト

医中誌Web



9
洗顔石けんの目尻の
シワ改善効果

齋藤 敬志(LLP薬事
法有識者会議)ら

診療と新薬, 50(4):
405-409, 2013.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

10

アトピー性皮膚炎患
者に対する鶏冠抽出
物ECM-Eの多施設共
同並行群間二重盲検
比較試験

林 博道(アダプトゲン
製薬)ら

日本皮膚科学会雑誌,
123(5):  947, 2013.

健常者を対象とした
文献でないため

11

【酵素標的・増感放射
線療法KORTUCの基
礎と臨床】 進行再発
癌に対するKORTUCII
併用放射線治療のI/II
相試験(クリニックに
て)

柏原 賢一(東京放射
線クリニック)ら

癌の臨床, 57(6): 301-
306, 2012.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

12

【ペプチド素材の開発
と応用の動向】 表皮・
真皮のヒアルロン酸
産生を促進し、ファー
ミング・リモデリング効
果をもたらす新規ペプ
チド

Imfeld Dominik (DSM
Nutritional Products),
et al.

FRAGRANCE
JOURNAL , 40(6): 81-
83, 2012.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

13

【美容を探求する～抗
糖化から美肌作用
～】 マリンスウィート
(N-アセチルグルコサ
ミン)の最新美容デー
タ

久保村 大樹(焼津水
産化学工業 開発セン
ター研究開発部)

FOOD Style 21,
16(5): 78-80, 2012.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

14

【化粧品の新原料の
開発動向を探る】 皮
膚バリア機能修復効
果を有するヒアルロン
酸誘導体の開発

藤川 俊一(キューピー
研究所 健康機能R＆
Dセンターファインケミ
カルグループ)

FRAGRANCE
JOURNAL , 40(4): 41-
43, 2012.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

15

顔面の乾燥症状に対
する低分子量ヒアル
ロン酸ナトリウム配合
パッチ剤、およびパウ
ダー剤の効果

根木 治(順天堂大学
医学部附属浦安病院
皮膚科学教室)ら

Aesthetic
Dermatology , 21(3):
248-258, 2011.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

16
N-アセチルグルコサ
ミン(天然由来)の特徴
と皮膚への効果

山之内 智(日本水産
ファインケミカル事業
部化成品課)

FRAGRANCE
JOURNAL , 39(8): 59-
61, 2011.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

17
「薬用美白集中マス
ク」の肌改善効果

齋藤 節郎(サイエンス
リサーチ研究所)ら

診療と新薬, 47(6):
609-612, 2010.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

18
長期持続型皮膚充填
剤「レディエッセ」によ
る鼻唇溝治療の経験

村上 義之(ミルディス
皮フ科)

Skin Surgery , 18(3):
158-163, 2009.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため



19

増殖因子(bFGF)投与
による手背の若返り
治療　皮膚粘弾性の
改善効果から見た効
果の解析

小野 一郎(札幌医科
大学 医学部皮膚科)
ら

Skin Surgery , 18(3):
137-145, 2009.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

20
「クリアコンシーラー」
のシミ改善効果

齋藤 節郎(サイエンス
リサーチ研究所)ら

医学と薬学, 62(6):
1075-1080, 2009.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

21
「アイケアクリームN」
の目尻のシワとほう
れい線の改善効果

杉田 俊郎(南青山
ガーデンクリニック)ら

診療と新薬, 46(11):
1203-1208, 2009.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

22

【「痒みのメカニズムと
制御」に寄せる】 全身
用保湿化粧水アク
セーヌ・シールド
ウォーターAD

森 保子(アクセーヌ)
アレルギーの臨床,
29(9): 802-804, 2009.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

23

新鮮及び低温保存し
た培養代用皮膚によ
り促進する再上皮形
成の相対評価

Yamada Naoto(北里
大学 形成外科・美容
外科)ら

Journal of Artificial
Organs , 11(4), 221-
224, 2008.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

24

「アトピー性皮膚炎の
最新治療研究」に寄
せる　アクセーヌADコ
ントロールシリーズに
ついて

森 保子(アクセーヌ
学術グループ)

アレルギーの臨床,
28(13): 1150-1152,
2008.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

25
N-アセチルグルコサ
ミン摂取による保湿効
果の臨床的検討

坪内 利江子(銀座ス
キンクリニック)

日本皮膚科学会雑誌,
118(4): 677, 2008.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

26
カツオエラスチン含有
サプリメントのヒト肌に
対する有用性検討

中場 操子(林兼産業)
ら

新薬と臨牀, 56(11):
1881-1887, 2007.

ヒアルロン酸以外の
成分を含有しており、
ヒアルロン酸以外の
影響が否定できない
ため。

27

エラスチン含有サプリ
メントの経口摂取によ
る肌状態改善に関す
る検討

小池田 崇史(芝パレ
スクリニック)ら

FRAGRANCE
JOURNAL , 35(8): 93-
97, 2007.

ヒアルロン酸以外の
成分を含有しており、
ヒアルロン酸以外の
影響が否定できない
ため。

28

全トランス体のレチ
ノール酸誘導体D-δ
-トコフェリルレチノ
エートによる皺の改善

Okano Yuri(コスモス
テクニカルセンター),
et al.

Journal of
Dermatological
Science Supplement ,
2(1): S65-S74, 2006.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

29

乾燥肌に対するヒア
ルロン酸含有食品の
臨床効果-顕微鏡的
皮膚表面解析装置に
よる客観的評価結果-

梶本 修身ら
新薬と臨牀, 50(5):
548-560, 2001.

群間比較について記
述されていないため。



30
「NOV UV shield」の
安全性と有用性に関
する使用経験

船坂 陽子(神戸大学
医 皮膚科)ら

皮膚, 42(1): 101-111,
2000.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

31
NUVCCの安全性と有
用性に関する臨床研
究

NUVCC研究会
皮膚, 38(5): 530-537,
1996.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

32

アトピー性皮膚炎に
対するADSクリーム
(薬用アトスキンクリー
ム)の使用成績

池澤 善郎(横浜市立
大学附属浦舟病院
皮膚科)ら

皮膚, 38(1): 74-96,
1996.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

No. 和文標題 著者・所属 雑誌名 除外理由 備考

1

主観的乾燥肌の中年
期女性の皮膚健康に
対するコラーゲンペプ
チド系複合栄養サプリ
メントの効果

KAJIWARA Satoko
(Shinnihoniyaku Co.,
Ltd.), et al .

薬理と治療, 43(3):
379-388, 2015.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

2
ファンデーション製品
は測定可能な保湿効
果を有する

DALEY‐BOWLES
Tricia, et al .

 J. Cosmet. Sci. ,
65(6): 359-364, 2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

3

慢性疼痛の軽減およ
び鎮痛剤の使用量削
減に関連する液体高
分子量ヒアルロン酸
の経口摂取:無作為化
プラセボ対照二重盲
検試験研究の結果

JENSEN Gitte S. (NIS
Labs, Oregon, USA),
et al .

J. Med. Food. , 18(1):
95-101, 2015.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

4

マイクロニードルを応
用した製剤開発と経
皮吸収 美容医療にお
けるマイクロニードル
の臨床応用

吉井唯, 永田武 (ア
イ・ティー・オー)ら

Fragr. J. , 43(1): 44-
48, 2015.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

5

顔の老化による欠陥
の修正用架橋および
自動架橋ヒアルロン
酸から作製した新規
皮膚充填剤

SPARAVIGNA Adele
(Derming, Clinical
Res. and
Bioengineering Inst.
Monza, MB, ITA), et
al .

J. Cosmet. Dermatol. ,
13(4): 307-314, 2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

JSTplus-JST7580



6

6種ヒアルロン酸ベー
ス皮膚‐化粧処置の
アンチエージングと注
入効果:効能と安全性
のための無作為二重
盲検臨床試験

NOBILE Vincenzo
(Farcoderm Srl
European Expertise
Network for Wellness
and Dermatology, San
Martino Siccomario,
Pavia, ITA) et al .

J. Cosmet. Dermatol. ,
13(4): 277-287, 2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

7

オルガノゲルナノ粒子
の水系分散液̶化粧
品および皮膚化粧品
用途向け可能なシス
テム

KIRILOV P (Univ.
Claude Bernard Lyon
1, EA4169 ''Aspects
fondamentaux,
cliniques et
therapeutiques de la
fonction barriere ...),
et al.

Int. J. Cosmet. Sci. ,
36(4): 336-346, 2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

8

抗シワ,肌の輝きが向
上するオーストラリア
産Kakadu plum抽出
液 Superox‐C(スー
パーオックスC)

池田物産
Fragr. J. , 42(8): 66-
67, 2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

9

唇にヒアルロン酸皮
膚充填剤15mg/ml使
用の前向き,非盲検,多
施設,観察的,市販後
調査

PHILIPP‐
DORMSTON
Wolfgang
G.(Hautzentrum
Koeln, Cologne, DEU),
et al.

J. Cosmet. Dermatol. ,
13(2): 125-134, 2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

10
 飲み尽くす RULL Marta (Lipotec)

et al.

Soap. Perfum.
Cosmet ., 87(3): 65-
66, 2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

11
 経皮ワクチン製剤(貼
るワクチン)の基礎か
ら臨床

岡田直貴 (大阪大学
大学院薬学研究科薬
剤学分野)

薬学雑誌, 133(12):
1363-1372, 2013

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

12
ヒアルロン酸による二
次的鼻形成固定術

LIAPAKIS Ioannis E,
VRENTZOS Nikolaos
P  (Plastic and
Reconstructive
Surgery, Heraklion‐
Crete, GRC), et al.

J. Cosmet. Dermatol .,
12(3): 235-239,
2013.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

13

イキイキとした健やか
な表皮のための新規
アプローチ
BIOGLYCOGEN(バイ
オグリコーゲン)

グリコ栄養食品
Fragr. J.,  41(9): 66-
67, 2013.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

14 その作用が有効な場 -
Househ. Pers. Prod.
Ind. , 50(6): 81-82, 84,
86, 88-92, 2013.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため



15

化粧品・健康食品の
美容素材とその応用
天然資源を有効利用
した内外美容素材の
開発 プロテオグリカ
ンとプラセンタ

高橋達治 (一丸ファル
コス)

隔月刊Cosmetic
Stage, 7(5): 38-45,
2013.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

16
免疫研究のいま バラ
花びらポリフェノール
の抗アレルギー効果

岡田利孝 (東洋発酵)
Food Style 21 , 17(6):
72-74, 2013.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

17

新たな化粧品原料の
開発(2)プランクトン産
生多糖による皮膚機
能の改善

紀國武志 (イクノス)ら
Fragr. J. , 41(5): 18-
21, 2013.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

18
食品のアンチエイジン
グ グルコサミンとアン
チエイジング

黒住誠司(甲陽ケミカ
ル)ら

食品の包装, 44(2):
52-60, 2013.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

19

がんばる女性の応援
素材 プロテオグリカ
ン 女性のための関節
と肌美容

坪井誠 (一丸ファルコ
ス)

Food Style 21 ,
16(11): 59-61, 2012.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

20

鼻唇溝の治療におけ
るヒアルロン酸皮膚
充填剤の3製剤の安
全性および12ケ月間
の寿命に関する前向
き分断面無作為化比
較試験

PRAGER Welf
(Dermatologikum,
Hamburg, DEU), et al.

Dermatol. Surg.,
38(7): 1143-1150,
2012

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

21
摂取油脂中の魚油割
合がラットの皮膚に及
ぼす影響

 村松愛美 (東農大 応
生科)ら

日本食品科学工学会
大会講演集, 59: 186,
2012.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

22

乳癌のアジュバント放
射線療法後の放射線
皮膚炎の防止のため
の局所的ヒアルロン
酸対介護基準 単純
盲検ランダム化第三
相臨床試験

 PINNIX Chelsea,
PERKINS George H
(Univ. Texas MD
Anderson Cancer
Center, TX, USA), et
al.

Int. J. Radiat. Oncol.
Biol. Phys.,  83(4):
1089-1094, 2012.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

23

ペプチド素材の開発と
応用の動向 表皮・真
皮のヒアルロン酸産
生を促進し、ファーミ
ング・リモデリング効
果をもたらす新規ペプ
チド

 IMFELD Dominik,
SCHUELER Goede
(DSM Nutritional
Products,
Kaiseraugst, CHE)ら

Fragr. J. , 40(6): 81-
83, 2012.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため



24

美容を探究する～抗
糖化から美肌作用～
マリンスウィート(N‐ア
セチルグルコサミン)
の最新美容データ

久保村大樹 (焼津水
産化学工業 開発セン
ター)

Food Style 21 , 16(5):
78-80, 2012.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

25
機能性食品素材の新
動向 グルコサミンの
美容効果

加賀出穂, 黒住誠司
(甲陽ケミカル)

ジャパンフードサイエ
ンス, 51(1): 34-39,
2012.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

26

軽度から中等度のア
トピー性皮膚炎の治
療におけるヒアルロン
酸ベースフォームとセ
ラミド含有エマルショ
ンクリームの比較効
果の臨床評価

DRAELOS Zoe Diana.
(Duke Univ. School of
Medicine, North
Carolina, USA)

J. Cosmet. Dermatol .,
10(3): 185-188, 2011.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

27

新規皮膚充填剤Uma
Jeune
sseとJuvedermの比
較

SHARMA Peeyush,
SHARMA Siroj.
(British Inst.
Aesthetic Medicine)

J. Cosmet. Dermatol. ,
10(2): 118-125,
2011.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

28

レチンアルデヒド/ヒア
ルロン酸断片:皮膚老
化を制御する共働的
組合せ

CORDERO Andres
(Hospital de Clinicas
''Jose de San Matin'',
Buenos Aires, ARG),
et al.

J. Cosmet. Dermatol. ,
10(2): 110-117,
2011.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

29

深刻な鼻唇溝の治療
における新規ヒアルロ
ン酸皮膚充填剤の有
効性及び安全性̶ラ
ンダム化,評価者盲検,
個別内部の比較試験
の6か月中間結果

ASCHER Benjamin
(Clinique de Chirurgie
Esthetique lena,
Paris, FRA), et al.

J. Cosmet. Dermatol. ,
10(2): 94-98, 2011.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

30

エイジングケア サケ
鼻軟骨由来プロテオ
グリカンのアンチエイ
ジング効果

桝谷晃明, 高橋達治,
坪井誠 (一丸ファルコ
ス)

Food Style 21 , 14(8):
49-52, 2010.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

31
サケ鼻軟骨由来プロ
テオグリカンの美肌作
用

高橋達治, 坪井誠 (一
丸ファルコス)

食品と開発, 45(7):
77-79, 2010.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

32

ヒアルロン酸とコラー
ゲンを基材としたマト
リックスにヒト線維芽
細胞を組み込んだ同
種培養真皮の開発

黒柳能光, 久保健太
郎 (北里大 医療衛生
人工皮膚研究開発セ)
ら

人工臓器(日本人工
臓器学会) , 39(1):
36-37, 2010.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

33
有色皮膚におけるヒ
アルロン酸充填剤の
安全性および有効性

GRIMES Pearl E.
(Vitiligo and
Pigmentation Inst.
Southern California,
CA, USA),　et al.

 J. Cosmet.
Dermatol ., 8(3): 162-
168,  2009.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため



34
第4章 組み合わせ 2.
足場と細胞 2)皮膚真
皮:培養真皮

黒柳能光 (北里大 医
療衛生 人工皮膚研
究開発セ)ら

遺伝子医学MOOK ,
13: 246-250, 2009.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

35

環状ホスファチジン酸
(cPA)̶リピッド・メディ
エーターによる皮膚
水分のコントロール̶

田中信治 (日油 筑波
研)

Fragr. J. , 37(4): 97-
102, 2009.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

36

 皮膚老化と機能性食
品 8.機能性食品によ
る皮膚バリア機能の
改善

又平芳春 (焼津水産
化学工業)

Funct Food , 2(4):
397-400, 2009.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

37

第8回民間部門研究
開発功績者の業績
天然型N‐アセチルグ
ルコサミンの量産化・
機能性研究及び用途
開発

坂井和男, 又平芳春
(焼津水産化学工業)

農林水産技術研究
ジャーナル, 31(2):
40-42,  2008.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

38
グルコサミン:皮膚に
対する効果とその他
の効用

BISSETT Donald L.
(Procter & Gamble
Co., OH)

J. Cosmet. Dermatol. ,
5(4): 309-315, 2006.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

39

 真皮の機能とメカニ
ズム研究 細胞外マト
リックス分解モデルに
よる化粧品原料の有
効性評価

COSTELLO Brian R
(BASF Catalysts LLC,
NY), et al.

Fragr. J. , 34(12): 70-
75, 2006.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

40

臨床編̶感覚器・皮
膚・粘膜 同種培養真
皮を用いた実践的皮
膚再生医療

黒柳能光 (北里大 医
療衛生 人工皮膚研
究開発セ)

医学のあゆみ,
217(5): 439-444,
2006.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

41
N‐アセチルグルコサ
ミンのアンチエイジン
グ機能について

又平芳春 (焼津水産
化学工業 新素材開
発部)

食品と科学, 47(12):
87-88, 2005.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

42

再生医療の進歩̶
2005年の総括(臨床
到達分野) 培養表皮・
培養真皮・培養皮膚
の実用性

黒柳能光 (北里大 医
療衛生 人工皮膚研
究開発セ)

再生医療, 4(4): 509-
515, 2005.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

43

最近の保湿研究と保
湿剤の開発 大豆ペプ
チドによる細胞外マト
リックス(ECM)構築成
分の生合成促進と真
皮の保水力の改善

PERRIER Eric
(Engelhard Lyon S.A.,
Lyon, FRA), et al.

Fragr. J ., 33(10): 95-
96,97-100, 2005

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため



44

ウサギを用いたゲル
状速乾性手指消毒薬
の皮膚刺激性に関す
る検討

辻明良 (東邦大 医 看
護学科)ら

月刊医学と薬学,
53(1): 109-115, 2005.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

45

20‐O‐β‐D‐グルコピ
ラノシル‐20(S)‐プロト
パナキサジオール(コ
ンパウンドK)が誘発し
たヒアルロナンシン
ターゼ2遺伝子発現に
よるヒトケラチン細胞
及び線維芽細胞の変
換及び無毛マウス皮
膚のヒアルロナンの
増加

KIM S(Amore‐Pacific
Corp., Kyounggi‐do,
KOR), et al.

 IFSCC. Mag ., 7(3):
189-195, 2004.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

46

ゼラチン含有人工皮
膚に関する研究 IV
上皮治癒時の細胞増
殖に及ぼす抗生物質
とEGFの作用に関す
る比較試験

HONG S R (Hanyang
Univ., Seoul, KOR), et
al.

Biomaterials , 22(20):
2777-2783, 2001.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

47

ヒト創傷中に埋植した
in vitroで再建された
真皮 HA基材の支持
足場の分解試験

GALASSI G
(''Sant'Anna'' Hospital,
Ferrara, ITA), et al.

Biomaterials , 21(21):
2183-2191, 2000.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

48
「NOV UV shield」の
安全性と有用性に関
する使用経験

船坂陽子 (神戸大 医)
ら

皮膚, 42(1): 101-111,
2000.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

49

最近の頭髪製品の技
術動向を探る 低刺激
頭皮ケアローション
(NSCL)の開発

森岡恒男 (ノエビア)
Fragr. J ., 26(5): 41-
48, 1998.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

50

アトピー性皮膚炎の
乾燥皮膚に対するノ
ブ・オリゴマリンS(保
湿ローション,しっとりタ
イプ)の使用経験

上原正巳 (滋賀医大)
ら

皮膚科紀要, 92(4):
427-430, 1997.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

51
NUVCCの安全性と有
用性に関する臨床研
究

市橋正光 (神戸大 医)
ら

皮膚, 38(5): 530-537,
1996.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

52
グリコール酸のシワ
改善作用について

榊幸子 (ノエビア 滋
賀中研)ら

日本化粧品技術者会
誌, 30(1): 71-76,
1996.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

53

アトピー性皮膚炎に
対するADSクリーム
(薬用アトスキンクリー
ム)の使用成績

池沢善郎 (横浜市大
医 浦舟病院)ら

皮膚, 38(1): 74-96,
1996.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため



54

アルツおよびアルツ
ディスポの市販後使
用成績調査 変形性
膝関節症および肩関
節周囲炎に対する有
効性,安全性および有
用性の評価

上野義夫（科研製薬)
ら

薬理と治療, .23(8):
2151-2170,  1995.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

55
乾燥性口唇に対する
薬用リップケアクリー
ムの臨床効果

林弘子 (山口大 医)
ら

西日本皮膚科, 57(1):
96-99, 1995.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

56

多施設二重盲検法に
よるドライアイに対す
るヒアルロン酸ナトリ
ウム点眼液の臨床評
価

榛村重人 (佐野厚生
連 佐野厚生総合病
院) ら

あたらしい眼科, 10(4):
611-616, 1993.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

57

 結合組織の各種の
病的増殖症における
こう原線維の電顕的
研究

鳥巣良一 (東京医大)
東京医科大学雑誌,
46(1): 41-50, 1988.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

58

 硬皮症における経皮
投与G.A.G処置後の
プレチスモグラフィー
パターン

 COSTANTINI A(Univ.
Milan, ITA), et al.

Boll. Chim. Farm.,
125(10): 111S-115S,
1986.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

59

経皮投与によるグル
コサミングリカン前駆
物質の適用後の進行
性全身性硬化症およ
びRaynaud病における
肢端微小循環の変動

BRONCHI G F
(Ospedale di S. Maria
Nuova, Firenze, ITA),
et al.

Boll. Chim. Farm.,
125(10). 125(10):
89S-102S, 1986.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

60
プロテオグリカンと老
化

永井裕 (東京医歯大
難治疾患研)

代謝, 18(7): 49-54,
1981.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

61
Ingested hyaluronan
moisturizes dry skin

KAWADA Chinatsu
(Kewpie Corp., Tokyo,
JPN), et al.

Nutr. J. , 13; July,
13:70 (WEB ONLY),
2014.

総説のため

62

鶏冠由来低分子ヒア
ルロン酸の化学組成
とヒト肌への臨床試験
による保湿効果

寺下隆夫 (近畿大 農)
ら

近畿大学農学部紀要,
44: 1-8, 2011.

ヒアルロン酸以外の
成分を含有しており、
ヒアルロン酸以外の
影響が否定できない
ため。

63
カツオエラスチン含有
サプリメントのヒト肌に
対する有用性検討

中場操子 (林兼産業)
ら

新薬と臨牀, 56(11):
1881-1887, 2007.

ヒアルロン酸以外の
成分を含有しており、
ヒアルロン酸以外の
影響が否定できない
ため。



64

エラスチン含有サプリ
メントの経口摂取によ
る肌状態改善に関す
る検討

小池田崇史 (芝パレ
スクリニック) ら

Fragr. J. , 35(8): 93-
97, 2007.

ヒアルロン酸以外の
成分を含有しており、
ヒアルロン酸以外の
影響が否定できない
ため。

65

主観的乾燥肌の中年
期女性の皮膚健康に
対するコラーゲンペプ
チド系複合栄養サプリ
メントの効果

KAJIWARA Satoko
(Shinnihoniyaku Co.,
Ltd.), et al .

薬理と治療, 43(3):
379-388, 2015.

ヒアルロン酸以外の
成分を含有しており、
ヒアルロン酸以外の
影響が否定できない
ため。

No. 和文標題 著者・所属 雑誌名 除外理由 備考

1

マイクロニードル技術
を応用したアンチエイ
ジング化粧品の有用
性

松永由紀子 (資生堂
リサーチセンター)

Aesthetic. Dermatol .,
24(4): 325-332, 2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

2

マイクロニードルを応
用した製剤開発と経
皮吸収 美容医療にお
けるマイクロニードル
の臨床応用

吉井唯 (アイ・ティー・
オー) ら

Fragr. J. , 43(1): 44-
48, 2015.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

3

即時補綴乳房再建後
のドレーン分泌物に
及ぼす無細胞性皮膚
基質の影響

BEN‐NOON Hadar
Israeli (Sheba Medical
Center, Tel‐
Hashomer, ISR), et al.

J. Plast. Surg. Hand.
Surg.,  47(4): 308-312,
2013.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

4
経皮ワクチン製剤(貼
るワクチン)の基礎か
ら臨床

 岡田直貴 (大阪大学
大学院薬学研究科薬
剤学分野)

薬学雑誌, 133(12):
1363-1372, 2013.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

5

イキイキとした健やか
な表皮のための新規
アプローチ
BIOGLYCOGEN(バイ
オグリコーゲン)

グリコ栄養食品
Fragr. J. , 41(9): 66-
67, 2013.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

6

化粧品・健康食品の
美容素材とその応用
天然資源を有効利用
した内外美容素材の
開発 プロテオグリカ
ンとプラセンタ

 高橋達治 (一丸ファ
ルコス)

隔月刊Cosmetic
Stage, 7(5): 38-45,
2013.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

7

 免疫研究のいま バ
ラ花びらポリフェノー
ルの抗アレルギ
ー効果

 岡田利孝 (東洋発酵)
Food Style 21 , 17(6):
72-74, 2013.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

JMedplus



8

新たな化粧品原料の
開発(2)プランクトン産
生多糖による皮膚機
能の改善

紀國武志 (イクノス)
ら

Fragr. J. , 41(5): 18-
21, 2013.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

9

皮膚細胞外マトリック
スにおける機械的伸
張とコラーゲン産生の
間の関係:橋かけヒア
ルロン酸フィラーの in
vivo 効果 無作為化
プラセボ比較試験

TURLIER Virginie
(Centre de Rech. sur
la Peau Pierre Fabre,
Hotel Dieu, Toulouse,
FRA), et al.

J. Dermatol. Sci. ,
69(3): 187-194, 2013.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

10

がんばる女性の応援
素材 プロテオグリカ
ン 女性のための関節
と肌美容

坪井誠 (一丸ファルコ
ス)

Food Style 21 ,
16(11): 59-61, 2012.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

11

ペプチド素材の開発と
応用の動向 表皮・真
皮のヒアルロン酸産
生を促進し,ファーミン
グ・リモデリング効果
をもたらす新規ペプチ
ド

IMFELD Dominik
(DSM Nutritional
Products,
Kaiseraugst, CHE), et
al.

Fragr. J. , 40(6): 81-
83, 2012.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

12

熱傷,上皮外科的創
傷,慢性創傷における
ヒアルロン酸誘導体と
治癒効果:無作為化制
御試験の組織的レ
ビューと展望研究

VOIGT Jeffrey
(Medical Device
Consultants of
Ridgewood, LLC, New
Jersey), et al.

Wound Repair Regen ,
20(3): 317-331, 2012.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

13
ヒアルロン酸配合化
粧品による抗シワ効
果の評価

 杉浦由理 (小林製薬)
ら

日本薬学会年会要旨
集, 132(4): 242, 2012.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

14

美容を探究する～抗
糖化から美肌作用～
マリンスウィート(N‐ア
セチルグルコサミン)
の最新美容データ

久保村大樹 (焼津水
産化学工業 開発セン
ター)

Food Style 21 , 16(5):
78-80, 2012.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

15

鶏冠由来低分子ヒア
ルロン酸の化学組成
とヒト肌への臨床試験
による保湿効果

寺下隆夫 (近畿大 農)
ら

近畿大学農学部紀要,
44: 1-8, 2011.

ヒアルロン酸以外の
成分を含有しており、
ヒアルロン酸以外の
影響が否定できない
ため。

JSTplus-JST7580
No.62と重複

16

エイジングケア サケ
鼻軟骨由来プロテオ
グリカンのアンチエイ
ジング効果

桝谷晃明 (一丸ファル
コス) ら

Food Style 21 , 14(8):
49-52, 2010.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

17
サケ鼻軟骨由来プロ
テオグリカンの美肌作
用

高橋達治 (一丸ファル
コス) ら

食品と開発, 45(7):
77-79, 2010.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため



18

ヒアルロン酸とコラー
ゲンを基材としたマト
リックスにヒト線維芽
細胞を組み込んだ同
種培養真皮の開発

黒柳能光 (北里大 医
療衛生 人工皮膚研
究開発セ) ら

人工臓器(日本人工
臓器学会), 39(1): 36-
37, 2010.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

19

マイクロニードルTTS
製剤の実用化に向け
て̶その製造と応用
展開̶

権英淑 (コスメディ製
薬)

薬剤学, 70
(Supplement): 22,
2010.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

20
N‐アセチルグルコサ
ミンの乾燥肌に対す
る臨床効果の検討

坪内利江子 (銀座ス
キンクリニック) ら

 日本抗加齢医学会
総会プログラム・抄録
集, 9: 210, 2009.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

21
第4章 組み合わせ 2.
足場と細胞 2)皮膚真
皮:培養真皮

黒柳能光 (北里大 医
療衛生 人工皮膚研
究開発セ) ら

遺伝子医学MOOK,
13: 246-250, 2009.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

22

環状ホスファチジン酸
(cPA)̶リピッド・メディ
エーターによる皮膚
水分のコントロール̶

 田中信治 (日油 筑波
研)

Fragr. J ., 37(4), 97-
102, 2009.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

23

 皮膚老化と機能性食
品 8.機能性食品によ
る皮膚バリア機能の
改善

又平芳春 (焼津水産
化学工業)

Funct. Food , 2(4):
397-400, 2009.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

24

メスを使わない美容
治療実践マニュアル
IV.美容治療EBMから
の検証 しわ治療

薄木晶子 (甲南病院
皮膚科) ら

Mon. Book. Derma ,
144: 135-139, 2008.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

25

サケ白子由来DNA‐
Na及びデオキシリボ
ヌクレオシド一リン酸
の肌質改善効果

星野躍介 (ニチロ中
研)　ら

日本薬学会年会要旨
集, 128(2): 5, 2008

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

26
N‐アセチルグルコサ
ミン摂取による保湿効
果の臨床的検討

坪内利江子 (銀座ス
キンクリニック)

日本皮膚科学会雑誌,
118(4): 677, 2008.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

27
カツオエラスチン含有
サプリメントのヒト肌に
対する有用性検討

中場操子 (林兼産業)
ら

新薬と臨牀, 56(11):
1881-1887, 2007.

ヒアルロン酸以外の
成分を含有しており、
ヒアルロン酸以外の
影響が否定できない
ため。

JSTplus-JST7580
No.63と重複

28

エラスチン含有サプリ
メントの経口摂取によ
る肌状態改善に関す
る検討

小池田崇史 (芝パレ
スクリニック) ら

Fragr. J. , 35(8): 93-
97, 2007.

ヒアルロン酸以外の
成分を含有しており、
ヒアルロン酸以外の
影響が否定できない
ため。

JSTplus-JST7580
No.64と重複



29
人工皮膚置換物での
糖尿病性創傷の治療
の効果のモデリング

WAUGH Helen V
(Heriot‐Watt Univ.,
Edinburgh, GBR), et
al.

Wound Repair Regen,
15(4): 556-565, 2007.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

30
最新の創傷治療 同
種培養真皮の治療効
果

黒柳能光 (北里大 医
療衛生 人工皮膚研
究開発センター)

PEPARS, 16: 47-53,
2007.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

31
コラーゲン含有飲料
摂取による肌の改善
効果

上野正一 (ハウス食
品) ら

応用薬理, 70(5/6):
167, 2006.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

32

臨床編̶感覚器・皮
膚・粘膜 同種培養真
皮を用いた実践的皮
膚再生医療

黒柳能光 (北里大 医
療衛生 人工皮膚研
究開発セ)

医学のあゆみ,
217(5): 439-444,
2006.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

33
N‐アセチルグルコサ
ミンのアンチエイジン
グ機能について

又平芳春 (焼津水産
化学工業 新素材開
発部)

食品と科学, 47(12):
87-88, 2005.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

34

再生医療の進歩̶
2005年の総括(臨床
到達分野) 培養表皮・
培養真皮・培養皮膚
の実用性

黒柳能光 (北里大 医
療衛生 人工皮膚研
究開発セ)

再生医療, 4(4): 509-
515, 2005.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

35
老年疾患と再生医療
2. 皮膚の再生医療

黒柳能光 (北里大 医
療衛生 人工皮膚研
究開発センター)

日本老年医学会雑誌,
42(臨時増刊号): 32,
2005.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

36

ウサギを用いたゲル
状速乾性手指消毒薬
の皮膚刺激性に関す
る検討

辻明良 (東邦大 医 看
護学科) ら

月刊医学と薬学,
53(1): 109-115, 2005.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

37
臨床応用の動向と将
来への展望 皮膚を対
象とした再生医療

黒柳能光 (北里大 医
療衛生 人工皮膚研
開セ)

日本臨床, 61(3): 427-
431, 2003.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

38
厚生科学再生医療ミ
レニアムプロジェクト
同種培養真皮の開発

黒沢能光 (北里大 医
療衛生 人工皮膚研
開セ) ら

人工臓器 (日本人工
臓器学会),　31(2): 81,
2002.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

39
ヒアルロン酸を基材と
した創傷被覆材の開
発

黒柳能光 (北里大 医
療衛生)

日本じょくそう学会誌,
2(2): 174, 2000.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

40
「NOV UV shield」の
安全性と有用性に関
する使用経験

船坂陽子 (神戸大 医)
ら

皮膚, 42(1): 101-111,
2000.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため



41

アトピー性皮膚炎の
乾燥皮膚に対するノ
ブ・オリゴマリンS(保
湿ローション,しっとりタ
イプ)の使用経験

上原正巳 (滋賀医大)
ら

皮膚科紀要, 92(4):
427-430, 1997.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

42
NUVCCの安全性と有
用性に関する臨床研
究

市橋正光 (神戸大 医)
ら

皮膚, 38(5): 530-537,
1996.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

43
グリコール酸のシワ
改善作用について

榊幸子(ノエビア 滋賀
中研) ら

日本化粧品技術者会
誌, 30(1): 71-76,
1996.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

44

アトピー性皮膚炎に
対するADSクリーム
(薬用アトスキンクリー
ム)の使用成績

池沢善郎 (横浜市大
医 浦舟病院) ら

皮膚, 38(1),  74-96,
1996.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

45

アルツおよびアルツ
ディスポの市販後使
用成績調査 変形性
膝関節症および肩関
節周囲炎に対する有
効性,安全性および有
用性の評価

上野義夫 (科研製薬)
ら

薬理と治療, 23(8):
2151-2170, 1995.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

46
乾燥性口唇に対する
薬用リップケアクリー
ムの臨床効果

林弘子 (山口大 医)
ら

 西日本皮膚科, 57(1):
96-99, 1995.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

47

多施設二重盲検法に
よるドライアイに対す
るヒアルロン酸ナトリ
ウム点眼液の臨床評
価

榛村重人 (佐野厚生
連 佐野厚生総合病
院) ら

あたらしい眼科, 10(4):
611-616, 1993.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

48

 結合組織の各種の
病的増殖症における
こう原線維の電顕的
研究

鳥巣良一 (東京医大)
東京医科大学雑誌,
46(1): 41-50, 1988.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

49
プロテオグリカンと老
化

永井裕 (東京医歯大
難治疾患研)

代謝, 18(7): 49-54,
1981.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

No. Title Description Details 除外理由 備考

PubMed



1

Hyaluronic acid/poly
(lactic-co-glycolic
acid) core/shell fiber
meshes loaded with
epigallocatechin-3-
O-gallate as skin
tissue engineering
scaffolds.

Lee EJ, et al.
J Nanosci
Nanotechnol. , 14(11):
8458-63, 2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

2
Ingested hyaluronan
moisturizes dry skin.

Kawada C, et al. Nutr. J.,  13: 70, 2014. 総説のため
JSTplus-JST7580の
No.61と重複

3
Functional
histopathology of
keloid disease.

Jumper N, Paus R, et
al .

Histol. Histopathol. ,
2015 Apr 22:11624.
Review.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

4
Hyaluronic Acid and
wound healing.

Neuman MG, et al .
J Pharm Pharm Sci. ,
18(1): 53-60,  2015.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

5

Effects of plant
sterols derived from
Aloe vera gel on
human dermal
fibroblasts in vitro
and on skin condition
in Japanese women.

Tanaka M, et al .
Clin. Cosmet.
Investig. Dermatol. , 8:
95-104,  2015.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

6

One-year topical
stabilized retinol
treatment improves
photodamaged skin in
a double-blind,
vehicle-controlled
trial.

Randhawa M, et al.
J. Drugs. Dermatol. ,
14(3):271-80, 2015.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

7

Mecano-

StimulationTM of the
skin improves sagging
score and induces
beneficial functional
modification of the
fibroblasts: clinical,
biological, and
histological
evaluations.

Humbert P, et al.
Clin. Interv. , 10: 387-
403, 2015.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

8

Volumetric
techniques: three-
dimensional midface
modeling.

Arleta Macierzyńska,
et al.

Postepy Dermatol
Alergol.  31(6): 388-
91, 2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため



9

Oral intake of a liquid
high-molecular-
weight hyaluronan
associated with relief
of chronic pain and
reduced use of pain
medication: results of
a randomized,
placebo-controlled
double-blind pilot
study.

Jensen GS, et al.
J. Med. Food.,  18(1):
95-101, 2015.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

10

Anti-aging and filling
efficacy of six types
hyaluronic acid based
dermo-cosmetic
treatment: double
blind, randomized
clinical trial of
efficacy and safety.

Nobile V, et al.
J. Cosmet. Dermatol. ,
13(4): 277-87, 2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

11

Randomised
controlled clinical trial
for autologous
fibroblast-hyaluronic
acid complex in
treating diabetic foot
ulcers.

You HJ, et al.
J. Wound. Care. ,
23(11): 521-2, 524,
526-30, 2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

12

Daily consumption of
the collagen
supplement Pure
Gold Collagen®
reduces visible signs
of aging.

Borumand M, et al.
Clin. Interv. Aging.,  9 :
1747-58, 2014.

ヒアルロン酸以外の
成分を含有しており、
ヒアルロン酸以外の
影響が否定できない
ため。

13

Wound healing
potential of
antibacterial
microneedles loaded
with green tea
extracts.

Park SY, et al.
Mater. Sci. Eng. C.
Mater. Biol. Appl.,
42:757-62, 2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

14

Use of hyaluronidase
for pharmacokinetic
increase in
bioavailability of
intracutaneously
applied substances.

Wohlrab J, et al.
Skin. Pharmacol.
Physiol. , 27(5): 276-
82, 2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

15

Remodeling of
periorbital, temporal,
glabellar, and crow's
feet areas with
hyaluronic acid and
botulinum toxin.

Beer KR, et al.
J. Cosmet. Dermatol. ,
13(2): 143-50, 2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため



16

Matrix hyaluronan-
activated CD44
signaling promotes
keratinocyte
activities and
improves abnormal
epidermal functions.

Bourguignon LY.
Am. J. Pathol. ,
184(7): 1912-9, 2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

17

Relapsed actinic
keratosis evaluation:
an observational
Italian multicenter
prospective study.
Does gender have a
role?

Javor S, et al.
G. Ital. Dermatol.
Venereol. , 149(2):
199-204, 2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

18

Tailored design of
electrospun
composite nanofibers
with staged release of
multiple angiogenic
growth factors for
chronic wound
healing.

Lai HJ, et al.
Acta. Biomater. ,
10(10): 4156-66,
2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

19

Targeting
Inflammatory
Cytokines and
Extracellular Matrix
Composition to
Promote Wound
Regeneration.

Zgheib C, et al.

Adv. Wound.
Care(New Rochelle),
3(4): 344-355,
Review. 2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

20

Constitutive
expression of
pentraxin 3 (PTX3)
protein by human
amniotic membrane
cells leads to
formation of the
heavy chain (HC)-
hyaluronan (HA)-
PTX3 complex.

Zhang S, et al.
J. Biol. Chem. ,
289(19): 13531-42,
2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

21

More than just a filler
- the role of
hyaluronan for skin
homeostasis.

Andereg U, et al.
Exp. Dermatol. , 23(5):
295-303, 2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

22

[Topical treatment of
infections, tumors
and hyperkeratotic
disorders].

Messerschmidt A, et
al.

Hautarzt. , 65(3): 207-
17, 2014.

ヒアルロン酸の経口
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1991. Review.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

282
Early and late events
in the development of
human breast cancer.

Smith HS, et al.

Basic. Life. Sci. , 57:
329-37; discussion
337-40, 1991.
Review.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

283 Progeria. Badame AJ.
Arch. Dermatol. ,
125(4): 540-4, 1989.
Review.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

284
Turnover and
metabolism of
hyaluronan.

Fraser JR, et al.

Ciba. Found. Symp.,
43: 41-53; discussion
53-9, 281-5, 1989.
Review.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

285

Interactions between
cells of the immune
system and
hyaluronate synthesis
by human dermal
fibroblasts.

Whiteside TL, et al.

Ciba. Found. Symp .,
143 :170-81;
discussion 182-6,
281-5, 1989. Review.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

286
Pathogenesis and
treatment of pretibial
myxedema.

Kriss JP.

Endocrinol. Metab.
Clin. North. Am. ,
16(2): 409-15, 1987.
Review.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

287

Foetal-to-adult
transitions in
fibroblast phenotype:
their possible
relevance to the
pathogenesis of
cancer.

Schor SL, et al.
J. Cell. Sci. Suppl. , 8:
165-80, 1987.
Review.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため



288

Effectiveness of
Alphastria cream in
the prevention of
pregnancy stretch
marks (striae
distensae). Results of
a double-blind study.

de Buman M, et al.
Gynakol. Rundsch. ,
27(2): 79-84, 1987.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

289
The cutaneous
mucinoses.

Truhan AP, et al.
J. Am. Acad.
Dermatol ., 14(1): 1-
18, 1986. Review.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

290

Hyaluronic acid in the
process of reparation
of cutaneous ulcers.
Clinical experience.

Retanda G.
G. Ital. Dermatol.
Venereol. , 120(6):
LXXI-LXXV, 1985.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

291
Cutaneous tissue
repair: basic biologic
considerations.

Clark RA.
J. Am. Acad.
Dermatol. , 13: 701-
25, 1985. Review.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

292

Effect of colchicine
on atherosclerosis.
Biochemical studies
on skin biopsies from
patients treated
perorally with
colchicine.

Wegrowski J, et al.
Clin. Physiol.
Biochem.,  3(5): 226-
33, 1985.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

293

Clinical verification of
the use of topical
hyaluronic acid under
non-adhesive gauze
in the therapy of
torpid ulcers.

Torregrossa F, et al.

G. Ital. Dermatol.
Venereol. , 118(4):
XLI-XLIV, 1983.
Italian.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

294

A role for
glycosaminoglycans in
the development of
collagen fibrils.

Parry DA, et al.
FEBS Lett .,  149(1):
1-7, 1982. Review.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

295

Stimulation of
fibroblast
biosynthetic activity
by serum of patients
with pretibial
myxedema.

Cheung HS, et al.
J. Invest. Dermatol .,
71(1): 12-7, 1978.
Review.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

296

Chronic
mucosynechial
pemphigoid: so-called
ocular pemphigus.

Zingirian M.
Adv. Ophthalmol.,  32:
134-94, 1976.
Review.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため



297
Glycosaminoglycans.
A biochemical and
clinical review.

Lamberg SI, et al.
J. Invest. Dermatol. ,
63(6): 433-49, 1974.
Review.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

298

Acid
mucopolysaccharides
of the arterial wall,
age and
arteriosclerosis.

Nikitin IuP, et al.
Arkh. Patol.,  30(11):
3-14, 1968. Review.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

299

Morphochemical
principles of
connective tissue
reactivity.morphoche
mical principles of
connective tissue
reamorphochemical
principles of
connective tissue
reamorphochemical
Principles of
connective tissue
reamorphochemical
principles of
connective
tissuehochemical
principles of
connective tissue
reamorphochemical
principles of
connective tissue
reamorp rea.

Godlewski H.
Przegl. Dermatol. , 50:
197-213, 1963.
Review.

ヒアルロン酸の経口
摂取に関する文献で
ないため

No. Title AU SO 除外理由 備考

1
Interventions for
actinic keratoses.

Gupta AK, et al.

Cochrane Database
of Systematic
Reviews , YR: 2012,
NO: 12

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

2
Interventions for
vitiligo.

Whitton ME, et al.

Cochrane Database
of Systematic
Reviews,  YR: 2015,
NO: 2

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

3
Interventions for nail
psoriasis.

de Vries AC, et al.

Cochrane Database
of Systematic
Reviews,  YR: 2013,
NO: 1

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

Cochrane Review



4
Topical preparations
for preventing stretch
marks in pregnancy.

Brennan M, et al.

Cochrane Database
of Systematic
Reviews,  YR: 2012,
NO: 11

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

5

Anti-adhesion
therapy following
operative
hysteroscopy for
treating female
subfertility.

Bosteels J, et al.

Cochrane Database
of Systematic
Reviews,  YR: 2014,
NO: 5

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

6
 Interventions for
treating oral lichen
planus.

Thongprasom K, et al.

Cochrane Database
of Systematic
Reviews,  YR: 2011,
NO: 7

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

7
Diacerein for
osteoarthritis.

Fidelix TS, et al.

Cochrane Database
of Systematic
Reviews, YR: 2014,
NO: 2

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

8
Electromagnetic
fields for treating
osteoarthritis.

Li S, et al.

Cochrane Database
of Systematic
Reviews,  YR: 2013,
NO: 12

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

9
Chondroitin for
osteoarthritis.

Singh JA, et al.

Cochrane Database
of Systematic
Reviews,  YR: 2015,
NO: 1

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

10

Therapeutic
ultrasound for
osteoarthritis of the
knee or hip.

Rutjes AW, et al.

Cochrane Database
of Systematic
Reviews,  YR: 2010,
NO: 1

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

11
Ear drops for the
removal of ear wax.

Burton MJ, et al.

Cochrane Database
of Systematic
Reviews,  YR: 2009,
NO: 1

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

12
Interventions for
photodamaged skin.

Samuel Miny, et al.

Cochrane Database
of Systematic
Reviews, YR: 2005,
NO: 1

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

13

Saline irrigation for
the management of
skin extravasation
injury in neonates.

Gopalakrishnan PN,
et al.

Cochrane Database
of Systematic
Reviews,  YR: 2012,
NO: 2

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため



14
Rofecoxib for
osteoarthritis.

Garner SE, et al.

Cochrane Database
of Systematic
Reviews,  YR: 2005,
NO: 1

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

15
Biocompatible dialysis
fluids for peritoneal
dialysis.

Cho Y, et al .

Cochrane Database
of Systematic
Reviews,  YR: 2014,
NO: 3

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

16
Non-steroidal anti-
inflammatory drugs
for acute gout.

van Durme CM ,et al.

Cochrane Database
of Systematic
Reviews, YR: 2014,
NO: 9

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

17
Rituximab for
thyroid-associated
ophthalmopathy.

Minakaran N, et al.

Cochrane Database
of Systematic
Reviews, YR: 2013,
NO: 5

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

18

Braces and orthoses
for treating
osteoarthritis of the
knee.

Duivenvoorden Tijs,
et al.

Cochrane Database
of Systematic
Reviews, YR: 2015,
NO: 3

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

19
Botulinum toxin for
facial wrinkles.

Camargo CP, et al.

Cochrane Database
of Systematic
Reviews, YR: 2014,
NO: 9

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

20

Heparin and related
substances for
treating diabetic foot
ulcers.

Su N, et al.

Cochrane Database
of Systematic
Reviews , YR: 2014,
NO: 5

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

21

Over the counter
(OTC) artificial tear
drops for dry eye
syndrome.

Pucker A, et al.

Cochrane Database
of Systematic
Reviews,  YR: 2012,
NO: 3

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

22

Transient
elastography for
diagnosis of stages of
hepatic fibrosis and
cirrhosis in people
with alcoholic liver
disease.

Pavlov CS, et al.

Cochrane Database
of Systematic
Reviews , YR: 2015,
NO: 1

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

No. Title AU SO 除外理由 備考

Cochrane Other Reviews



1

Hyaluronic acid
derivatives and their
healing effect on
burns, epithelial
surgical wounds, and
chronic wounds: a
systematic review
and meta-analysis of
randomized controlled
trials (Structured
abstract).

Voigt J, et al.
Wound Repair and
Regeneration , 20(3):
317-331, 2012.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

No. Title AU SO 除外理由 備考

1

A comparison of
tissue-engineered
hyaluronic acid
dermal matrices in a
human wound model.

Price RD, et al.
Tissue engineering,
12(10): 2985-95,
2006.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

2

Efficacy of cream-
based novel
formulations of
hyaluronic acid of
different molecular
weights in anti-
wrinkle treatment.

Pavicic T, et al.

J. Drugs Dermatol. ,
10(9): 990-1000,
2011.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

3

Topical 3.0%
diclofenac in 2.5%
hyaluronan gel in the
treatment of actinic
keratoses.

Wolf JE, et al.
Int. J. Dermatol. ,
40(11): 709-13, 2001.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

4

Increased levels of
hyaluronan and
albumin after
intestinal challenge in
adult patients with
cow's milk
intolerance.

Bengtsson U, et al.
Clin Exp Allergy.
26(1): 96-103, 1996.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

5

Topical treatment of
actinic keratoses with
3.0% diclofenac in
2.5% hyaluronan gel.
SO: British journal of
dermatology.

Rivers JK, et al.
Brit. J. Dermatol. ,
146(1): 94-100, 2002.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

Cochrane Trial



6

Natural Arctium lappa
fruit extract improves
the clinical signs of
aging skin.

Knott A, et al.
J. Cos. Dermatol. ,
7(4): 281-9, 2008.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

7

Antiaging effect of
lipohydroxy acid and
xylopyranoside
derivative
combination.

Segot-Chicq E, et al.
J. Am. Acad.
Dermatol.  68(4):
AB21, 2013.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

8

Topical diclofenac in
hyaluronan gel for the
treatment of solar
keratoses.

Gebauer K, et al.
Aust. J Dermatol. ,
44(1): 40-3, 2003.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

9

 Clinical observation
on the effects of
biomembrane
containing hyaluronic
acid and sensitivity
easing cream in
patient with sensitive
skin. [Chinese]

Li N, et al.
J. Clin. Dermatol. ,
42(12): 735-42, 2013.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

10

Can we decrease the
skin reaction in
breast cancer
patients using
hyaluronic acid during
radiation therapy?
Results of phase III
randomised trial.

Kirova YM, et al.
Radiother. Oncol .,
100(2): 205-9, 2011.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

11

Topical treatment of
partial thickness
burns by silver
sulfadiazine plus
hyaluronic acid
compared to silver
sulfadiazine alone: a
double-blind, clinical
study.

Koller J.
Drugs Exp. Clin. Res.,
30(5-6): 183-90,
2004.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

12

 Double-blind,
randomized clinical
study comparing
hyaluronic acid cream
to placebo in patients
treated with
radiotherapy.

Liguori V, et al.
Radiother.Oncol .,
42(2): 155-61, 1997.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため



13

Topical hyaluronic
acid vs. standard of
care for the
prevention of
radiation dermatitis
after adjuvant
radiotherapy for
breast cancer: single-
blind randomized
phase III clinical trial.

Pinnix C, et al.
Int. J. Radiat. Oncol.
Biol. Phys. , 83(4):
1089-94, 2012.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

14

Oral N-
acetylglucosamine
supplementation
improves skin
conditions of female
volunteers: Clinical
evaluation by a
microscopic three-
dimensional skin
surface analyzer.

Kikuchi K, et al.
J. Appl. Cosmetol. ,
20(2): 143-52, 2002.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

15

A randomized clinical
trial of photodynamic
therapy with methyl
aminolaevulinate vs.
diclofenac 3% plus
hyaluronic acid gel for
the treatment of
multiple actinic
keratoses of the face
and scalp.

Zane C, et al.
Br. J. Dermatol. ,
170(5): 1143-50,
2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

16

In vivo assessment of
the effect of a cream
containing Avena
Rhealba extract and
hyaluronic acid on
the restoration of the
skin barrier in de-
epidermised skin
produced with an
erbium-YAG laser.

Sabadotto M, et al.
Eur. J. Dermatol. ,
24(5): 583-8, 2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

17

Anti-aging and filling
efficacy of six types
hyaluronic acid based
dermo-cosmetic
treatment: Double
blind, randomized
clinical trial of
efficacy and safety.

Nobile V, et al.
J. Cos. Dermatol .,
13(4): 277-87, 2014.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため



18

Hyaluronic acid
concentration in
postmenopausal facial
skin after topical
estradiol and
genistein treatment: a
double-blind,
randomized clinical
trial of efficacy.

Patriarca MT, et al.
Menopause (New
York, N.Y.) , 20(3):
336-41, 2013.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

19

A double-blind,
vehicle-controlled
clinical study to
evaluate the efficacy
of MAS065D (XClair),
a hyaluronic acid-
based formulation, in
the management of
radiation-induced
dermatitis.

Primavera G, et al.
Cutan. Ocul. Toxicol. ,
25(3): 165-71, 2006.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

20

A controlled study of
the activity of
hyaluronic acid in the
treatment of venous
leg ulcers.

Ortonne JP.
J. Dermatolog. Treat .,
7(2): 75-81, 1996.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

21

Efficacy and safety of
hyaluronic acid in
treatment of leg
ulcers: a double-blind
RCT.

Dereure O, et al.
J. Wound Care. ,
21(3): 131-2, 134-6,
138-9, 2012.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

22

The skin aging index:
A new approach for
documenting anti-
aging products or
procedures.

Nkengne A, et al.
Skin res. technol. ,
19(3): 291-8, 2013.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

23

Hyaluronic acid
impedes
reepithelialization of
skin graft donor sites.

Bettinger DA, et al.
J. Burn Care
Rehabil ., 17(4): 302-
4, 1996.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

24

3% diclofenac in 2.5%
hyaluronic acid
(Solaraze) does not
induce
photosensitivity or
phototoxicity alone or
in combination with
sunscreens.

Ortonne JP, et al.
Eur. J. Dermatol. ,
16(4): 385-90, 2006.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため



25

Effect of lysine
hyaluronate on the
healing of decubitus
ulcers in
rehabilitation patients.

Felzani G, et al.
Adv. Ther. , 28(5):
439-45, 2011.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

26

Topical ozonated oil
versus hyaluronic gel
for the treatment of
partial- to full-
thickness second-
degree burns: A
prospective,
comparative, single-
blind, non-
randomised,
controlled clinical
trial.

Campanati A, et al.
Burns,  39(6): 1178-
83, 2013.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

27

Randomized trial on
the efficacy of two
non steroidal drugs in
the prevention of skin
damage induced by
radiotherapy.

Garibaldi E, et al.
J. Plast. Dermatol. ,
5(3): 233-9, 2009.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

28

Efficacy of 3%
diclofenac gel for the
treatment of actinic
keratoses: a
randomized, double-
blind, placebo
controlled study.

Fariba I, et al.
Indian J. Dermatol.
Venereol. Leprol. ,
72(5): 346-9, 2006.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

29

The evaluation of
hyaluronic acid, with
and without lidocaine,
in the filling of
nasolabial folds as
measured by
ultrastructural
changes and pain
management.

Torre JR, et al.
J. Drugs Dermatol. ,
12(3): e46-e52, 2013.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため

30

Abstracts Presented
at the Australasian
College of
Dermatologists
Biennial Spring
Conference 20.

(Conference Review)
Australas. J.
Dermatol ., 52: 2011.

ヒアルロン酸の経口
摂取が皮膚機能に与
える影響を評価した
論文でないため



31

Reduced wound
contraction and scar
formation in punch
biopsy wounds.
Native collagen
dermal substitutes. A
clinical study.

De VHJC, et al.
Brit. J. Dermatol .,
132(5): 690-7, 1995.

ヒアルロン酸の経口
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* このほか、採用文献と重複した文献を除外した。

【閲覧に当たっての注意】
本シートは閲覧のみを目的とするものであり、不適正な利用は著作権法などの法令違反となる
可能性があるので注意すること。



別紙様式（Ⅴ）-９　【様式例　添付ファイル用】

商品名：ヒアルロン酸Cゼリー

No. 研究実施者 臨床研究登録デー
タベース名

タイトル 状態（研究実施中
等）

他の様式を用いる場合は、この表と同等以上に詳細なものであること。

【閲覧に当たっての注意】
本シートは閲覧のみを目的とするものであり、不適正な利用は著作権法などの法令違反となる
可能性があるので注意すること。

未報告研究リスト

該当文献なし



別紙様式（Ⅴ）-10　【様式例　添付ファイル用】

商品名：ヒアルロン酸Cゼリー

No. 著者名、タイトル、掲載雑誌等

該当文献なし

他の様式を用いる場合は、この表と同等以上に詳細なものであること。

【閲覧に当たっての注意】
本シートは閲覧のみを目的とするものであり、不適正な利用は著作権法などの法令違反となる
可能性があるので注意すること。

参考文献リスト



別紙様式（Ⅴ）-11a　【様式例　添付ファイル用】（連続変数を指標とした場合）

商品名：ヒアルロン酸Cゼリー

＊各項目の評価は“高（－2）”，“中/ 疑い（－1）”，“低（0）”の3 段階

まとめは“高（－2）”，“中（－1）”，“低（0）”の3 段階でエビデンス総体に反映させる。

各アウトカムごとに別紙にまとめる。

②盲検性バ
イアス

③盲検性
バイアス

研究
コード

研究
デザイン

ランダム
化

割り付けの
隠蔵

参加者
アウトカム

評価者

ＩＴＴ、
FAS、
PPS

不完全
アウトカ
ムデータ

対象 介入 対照
アウトカ

ム
まとめ 効果指標

対照群
（前値）

対照群
（後値）

対照群
平均差

p値
介入群
（前値）

介入群
（後値）

介入群
平均差

p値

介入群
vs

対照群

平均差

p値 コメント

42.2±9.6 42.2±9.6 NA
p >0.05
（有意差
なし）

43.4±9.7 43.4±9.7 NA
p >0.05
（有意差
なし）

表6参照、
図1参照

p >0.05
（有意差
なし）

摂取2週間前

42.2±9.6 45.6±7.9 NA
p  >0.05
（有意差
なし）

43.4±9.7 49.1±7.3 NA
p  >0.05
（有意差
なし）

表6参照、
図1参照

p  >0.05
（有意差
なし）

摂取開始

42.2±9.6 38.4±8.5 NA p <0.05 43.4±9.7 46.8±5.4 NA
p  >0.05
（有意差
なし）

表6参照、
図1参照

p <0.01 摂取2週間後

42.2±9.6 49.6±8.8 NA
p >0.05
（有意差
なし）

43.4±9.7 52.0±7.7 NA
p >0.05
（有意差
なし）

表6参照、
図1参照

p >0.05
（有意差
なし）

摂取4週間後

42.2±9.6 39.3±7.7 NA
p  >0.05
（有意差
なし）

43.4±9.7 43.7±9.3 NA
p >0.05
（有意差
なし）

表6参照、
図1参照

p  >0.05
（有意差
なし）

摂取終了3週間後

43.6±
12.7

43.6±
12.7

NA
p  >0.05
（有意差
なし）

44.0±8.1 44.0±8.1 NA
p >0.05
（有意差
なし）

表6参照
p >0.05
（有意差
なし）

摂取2週間前

43.6±
12.7

47.0±
15.8

NA
p  >0.05
（有意差
なし）

44.0±8.1
46.8±
11.1

NA
p >0.05
（有意差
なし）

表6参照
p  >0.05
（有意差
なし）

摂取開始

43.6±
12.7

48.5±
13.8

NA
p  >0.05
（有意差
なし）

44.0±8.1
47.7±
13.0

NA
p >0.05
（有意差
なし）

表6参照
p >0.05
（有意差
なし）

摂取2週間後

43.6±
12.7

50.0±
13.0

NA
p  >0.05
（有意差
なし）

44.0±8.1
51.1±
13.6

NA
p  >0.05
（有意差
なし）

表6参照
p >0.05
（有意差
なし）

摂取4週間後

43.6±
12.7

50.4±
11.4

NA
p >0.05
（有意差
なし）

44.0±8.1
49.4±
10.7

NA
p >0.05
（有意差
なし）

表6参照
p  >0.05
（有意差
なし）

摂取終了3週間後

31.1±
10.3

31.1±
10.3

NA
p >0.05
（有意差
なし）

26.8±5.7 26.8±5.7 NA
p >0.05
（有意差
なし）

表6参照
p  >0.05
（有意差
なし）

摂取2週間前

0
非直接性

無し
0 0 0 0

左眼下

頸背部0 0 0 0 0佐藤ら（2002）

プラセボ
対照二重
盲検並行
群間比較
試験（準

RCT)

-1 0 0

各論文の質評価シート（臨床試験）

個別研究

表示しようとする機能性

対象

介入

対照

アウトカム

本品にはヒアルロン酸Naが含まれます。ヒアルロン酸Naはお肌の潤い
に役立ち、乾燥をやわらげる機能が報告されています。

肌の乾燥が気になる健常者

④症例減少
バイアス

①選択バイアス

まとめ

非直接性
*

バイアスリスク
*

ヒアルロン酸Naの摂取

プラセボ食品の摂取

⑤選択的
アウトカム

報告

⑥その他の
バイアス

皮膚水分量

各群の前後の値



31.1±
10.3

36.3±
11.7

NA
p >0.05
（有意差
なし）

26.8±5.7
32.4±
11.7

NA p <0.05 表6参照
p  >0.05
（有意差
なし）

摂取開始

31.1±
10.3

32.4±
10.6

NA
p  >0.05
（有意差
なし）

26.8±5.7 28.6±7.9 NA p <0.05 表6参照
p  >0.05
（有意差
なし）

摂取2週間後

31.1±
10.3

39.5±
11.8

NA
p >0.05
（有意差
なし）

26.8±5.7
37.3±
11.3

NA p  <0.05 表6参照
p  >0.05
（有意差
なし）

摂取4週間後

31.1±
10.3

37.4±8.6 NA
p  >0.05
（有意差
なし）

26.8±5.7 34.8±7.7 NA
p  >0.05
（有意差
なし）

表6参照
p >0.05
（有意差
なし）

摂取終了3週間後

29.0±
12.8

29.0±
12.8

NA
p  >0.05
（有意差
なし）

24.6±
12.1

24.6±
12.1

NA
p  >0.05
（有意差
なし）

表1参照、
図2参照

p  >0.05
（有意差
なし）

摂取開始前

29.0±
12.8

32.7±
13.6

NA
p >0.05
（有意差
なし）

24.6±
12.1

37.6±
14.1

NA p <0.05
表1参照、
図2参照

p =0.042 摂取3週間後

29.0±
12.8

32.2±
12.3

NA
p >0.05
（有意差
なし）

24.6±
12.1

36.1±
11.8

NA p  <0.05
表1参照、
図2参照

p =0.051
（有意差
なし）

摂取6週間後

29.0±
12.8

29.1±
11.1

NA
p  >0.05
（有意差
なし）

24.6±
12.1

30.6±
12.4

NA
p  >0.05
（有意差
なし）

表1参照、
図2参照

p  >0.05
（有意差
なし）

摂取終了2週間後

24.7±3.7 31.5±7.7 6.9 p <0.05 24.8±3.9 27.6±4.2 2.9 p  <0.05 表5参照
p >0.05
（有意差
なし）

摂取4週間後

24.7±3.7 32.6±8.3 7.9 p  <0.01 24.8±3.9 31.5±8.2 6.7 p <0.05 表5参照
p  >0.05
（有意差
なし）

摂取8週間後

59.2±8.1 57.6±9.2 -1.7
p  >0.05
（有意差
なし）

56.1±
11.3

54.2±
11.8

-1.8
p  >0.05
（有意差
なし）

表5参照
p >0.05
（有意差
なし）

摂取4週間後

59.2±8.1 59.9±9.6 0.7
p >0.05
（有意差
なし）

56.1±
11.3

58.2±
11.2

2.2
p >0.05
（有意差
なし）

表5参照
p >0.05
（有意差
なし）

摂取8週間後

43.0±9.7 42.1±7.9 -0.9
p >0.05
（有意差
なし）

38.7±
11.4

39.3±
13.3

0.6
p >0.05
（有意差
なし）

表5参照
p  >0.05
（有意差
なし）

摂取4週間後

0 0佐藤ら（2007）

プラセボ
対照二重
盲検並行
群間比較
試験（準

RCT)

-1 0 0
非直接性

無し
0 0 0 0 00 0 0

左上腕

右耳朶下
3か所
(5cm、
5.5cm、

6cm)の最
大値

左頬

非直接性
無し

左上腕内
側

左外眼角
下

0

無作為化
プラセボ
対照二重
盲検並行
群間比較

試験
（RCT)

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0柴田ら（2008） 0



43.0±9.7
43.0±
10.7

0
p >0.05
（有意差
なし）

38.7±
11.4

40.9±
11.0

2.2
p >0.05
（有意差
なし）

表5参照
p >0.05
（有意差
なし）

摂取8週間後

53.7±
10.9

55.6±
11.7

2.2
p >0.05
（有意差
なし）

48.5±8.7 54.3±5.7 5.8 p  <0.01 表5参照
p  >0.05
（有意差
なし）

摂取4週間後

53.7±
10.9

55.9±
11.7

2.2
p  >0.05
（有意差
なし）

48.5±8.7 56.2±9.5 7.8 p <0.05 表5参照
p >0.05
（有意差
なし）

摂取8週間後

21.2±
11.3

21.2±
11.3

NA
p  >0.05
（有意差
なし）

21.2±8.0 21.2±8.0 NA
p  >0.05
（有意差
なし）

図1参照
p >0.05
（有意差
なし）

摂取開始時

21.2±
11.3

27.9±
13.9

NA p  <0.05 21.2±8.0 29.1±7.3 NA p  <0.05 図1参照
p  >0.05
（有意差
なし）

摂取3週間後

21.2±
11.3

26.0±9.5 NA
p  >0.05
（有意差
なし）

21.2±8.0
30.1±
10.9

NA p  <0.05 図1参照
p >0.05
（有意差
なし）

摂取6週間後

21.2±
11.3

24.2±
10.5

NA
p >0.05
（有意差
なし）

21.2±8.0
33.9±
11.6

NA p  <0.05 図1参照 p  <0.05 摂取終了2週間後

21.18±
2.41

21.18±
2.41

NA
p >0.05
（有意差
なし）

21.2±
1.79

21.2±
1.79

NA
p >0.05
（有意差
なし）

図1参照
p >0.05
（有意差
なし）

摂取開始時

21.18±
2.41

27.88±
2.97

NA
p  >0.05
（有意差
なし）

21.2±
1.79

29.1±
1.64

NA p <0.001 図1参照
p  >0.05
（有意差
なし）

摂取3週間後

21.18±
2.41

26.03±
2.03

NA
p >0.05
（有意差
なし）

21.2±
1.79

30.10±
2.43

NA p  <0.001 図1参照
p  >0.05
（有意差
なし）

摂取6週間後

21.18±
2.41

24.16±
2.23

NA
p >0.05
（有意差
なし）

21.2±
1.79

33.9±
2.59

NA p <0.001 図1参照 p <0.05 摂取終了2週間後

21.18±
2.41

21.18±
2.41

NA
p  >0.05
（有意差
なし）

19.87±
2.63

28.66±
2.42

NA
p >0.05
（有意差
なし）

図1参照
p  >0.05
（有意差
なし）

摂取開始時

21.18±
2.41

27.88±
2.97

NA
p  >0.05
（有意差
なし）

19.87±
2.63

29.95±
2.32

NA p  <0.001 図1参照
p >0.05
（有意差
なし）

摂取3週間後

21.18±
2.41

26.03±
2.03

NA
p >0.05
（有意差
なし）

19.87±
2.63

26.09±
2.66

NA p <0.001 図1参照
p >0.05
（有意差
なし）

摂取6週間後

21.18±
2.41

24.16±
2.23

NA
p  >0.05
（有意差
なし）

19.87±
2.63

19.87±
2.63

NA
p >0.05
（有意差
なし）

図1参照
p >0.05
（有意差
なし）

摂取終了2週間後

Kawada C, et
al. （2015）

無作為化
プラセボ
対照二重
盲検並行
群間比較

試験
（RCT)

0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0

vs 800
kDaヒア
ルロン酸
右耳朶下
水分量

（au；群間
比較：対
応のない
t検定、群
内比較：
Dunnet検

定）

非直接性
無し

非直接性
無し

右耳朶下
水分量

（au；群間
比較：対
応のない
t検定、群
内比較：
Dunnet検

定）

vs 300
kDa ヒア
ルロン酸
右耳朶下
水分量

（au；群間
比較：対
応のない
t検定、群
内比較：
Dunnet検

定）

左頬

頚背部

0 0 0 0 00 0 0 0 0吉田ら（2009）

プラセボ
対照二重
盲検並行
群間比較
試験（準

RCT)

-1 0 0



54.11±
2.72

54.11±
2.72

-
p  >0.05
（有意差
なし）

54.68±
2.91

54.68±
2.91

-
p  >0.05
（有意差
なし）

表1参照
p  >0.05
（有意差
なし）

摂取開始前

54.11±
2.72

60.77±
2.50

6.66±
3.68

p >0.05
（有意差
なし）

54.68±
2.91

60.42±
3.52

5.73±
3.83

p  >0.05
（有意差
なし）

表1参照
p >0.05
（有意差
なし）

摂取4週間後

54.11±
2.72

53.09±
3.21

-1.02±
23.34

p  >0.05
（有意差
なし）

54.68±
2.91

57.09±
3.16

2.40±
3.83

p  >0.05
（有意差
なし）

表1参照
p  >0.05
（有意差
なし）

摂取8週間後

コメント（該当するセルに記入）

佐藤ら（2002）
ランダム
化の記載
なし

各文献中
の該当図
表番号を
示す。

佐藤ら（2007）
ランダム
化の記載
なし

各文献中
の該当図
表番号を
示す。

柴田ら（2008）

各文献中
の該当図
表番号を
示す。

吉田ら（2009）
ランダム
化の記載
なし

各文献中
の該当図
表番号を
示す。

Kawada  C, et
al .

（2015）

各文献中
の該当図
表番号を
示す。

渡邊ら（2015）
ランダム
化の記載
なし

各文献中
の該当図
表番号を
示す。

福井次矢, 山口直人監修．Minds診療ガイドライン作成の手引き2014．医学書院．2014．を一部改変

【閲覧に当たっての注意】
本シートは閲覧のみを目的とするものであり、不適正な利用は著作権法などの法令違反となる可能性があるので注意すること。

0 0 0 0渡邊ら（2015）

プラセボ
対照二重
盲検並行
群間比較
試験（準

RCT)

-1 0 0
非直接性

無し

左前腕内
側水分量
（群間比
較：1標本
t検定、群
内比較：
W2標本t
検定）

0 0 0 0 00



別紙様式（Ⅴ）-13a　【様式例　添付ファイル用】（連続変数を指標とした場合）

商品名：ヒアルロン酸Cゼリー

エビデンスの強さはRCT は“強（A）”からスタート，観察研究は弱（C）からスタート

＊各項目は“高（－2）”，“中/ 疑い（－1）”，“低（0）”の3 段階

＊＊エビデンスの強さは“強（A）”，“中（B）”，“弱（C）”，“非常に弱（D）”の4 段階

エビデンス総体

アウトカム
研究デザ
イン/研究

数

バイアス

リスク*
非直接性

* 不精確* 非一貫性
*

その他
（出版バ
イアスな

ど*）

上昇要因

（観察研究*）
効果指標

対照群
（前値）

対照群
（後値）

対照群
平均差

介入群
（前値）

介入群
（後値）

介入群
平均差

介入群
vs

対照群

平均差

エビデンスの強さ 重要度 コメント

RCT/2 0 0 0 -1 0 - 皮膚水分量 NA NA NA NA NA NA NA B 8

準RCT/4 0 0 0 -1 0 - 皮膚水分量 NA NA NA NA NA NA NA B 8

コメント（該当するセルに記入）

RCT/2
1報肯定
的で1報
が否定的

メタアナリ
シスは実
施せず

メタアナリ
シスは実
施せず

メタアナリ
シスは実
施せず

メタアナリ
シスは実
施せず

メタアナリ
シスは実
施せず

メタアナリ
シスは実
施せず

メタアナリ
シスは実
施せず

準RCT/4
3報肯定
的で1報
が否定的

メタアナリ
シスは実
施せず

メタアナリ
シスは実
施せず

メタアナリ
シスは実
施せず

メタアナリ
シスは実
施せず

メタアナリ
シスは実
施せず

メタアナリ
シスは実
施せず

メタアナリ
シスは実
施せず

福井次矢, 山口直人監修．Minds診療ガイドライン作成の手引き2014．医学書院．2014．を一部改変

【閲覧に当たっての注意】
本シートは閲覧のみを目的とするものであり、不適正な利用は著作権法などの法令違反となる可能性があるので注意すること。

皮膚水分量

エビデンス総体の質評価シート

対照 プラセボ食品の摂取

表示しようとする機能性
本品にはヒアルロン酸Naが含まれます。ヒアルロン酸Naはお肌の潤
いに役立ち、乾燥をやわらげる機能が報告されています。

対象 肌の乾燥が気になる健常者

介入 ヒアルロン酸Naの摂取

各群の前後の値



別紙様式（Ⅴ）-14　【様式例　添付ファイル用】

商品名：ヒアルロン酸Cゼリー

P

I（E）

C

コメント

福井次矢, 山口直人監修．Minds診療ガイドライン作成の手引き2014．医学書院．2014．を一部改変

【閲覧に当たっての注意】
本シートは閲覧のみを目的とするものであり、不適正な利用は著作権法などの法令違反となる
可能性があるので注意すること。

サマリーシート（定性的研究レビュー）

リサーチ
クエスチョン

採用した6報の論文すべてにおいて、非直接性は低いと判断された

採用した論文のうちRCT、準RCTともに非一貫性は、中程度であった

非一貫性その他
のまとめ

非直接性の
まとめ

０１

バイアスリスクの
まとめ

肌の乾燥が気になる健常者が

ヒアルロン酸Naを経口摂取することは

プラセボ食品を摂取することと比較して

肌の乾燥を改善させる効果があるか？

採用した6報の論文すべてにおいて、バイアスリスクは低いと判断された

臨床的文脈 皮膚水分量の増加により、肌の乾燥を改善する



別紙様式（Ⅴ）-16　【様式例　添付ファイル用】

商品名：ヒアルロン酸Cゼリー

【閲覧に当たっての注意】
本シートは閲覧のみを目的とするものであり、不適正な利用は著作権法などの法令違反となる
可能性があるので注意すること。

研究レビューの結果と表示しようとする機能性の関連性に関する評価シート

1.表示しようとする機能性
本品にはヒアルロン酸Naが含まれます。ヒアルロン酸Naはお肌の潤いに役立ち、乾燥をやわら
げる機能が報告されています。

２．研究レビューの要約
　本研究レビューでは、「肌の乾燥が気になる健常者が（P)」、「ヒアルロン酸Naを経口摂取するこ
とは（I)」、「プラセボ食品を摂取することと比較して（C)」、「肌の乾燥を改善させる効果があるか？
（O)」をリサーチクエスチョンとして、研究レビューを行った。その結果、採用文献6報中、4報でプラ
セボ群と比較して皮膚水分量の有意な上昇が認められた。
　摂取期間は4～8週間であり、食品区分はサプリメント形状の試験品で、摂取量については、
120mg/日の経口摂取とし、プラセボ摂取と比較した。その結果、皮膚水分量増加作用に有意な
改善が報告されていることから、1日あたり120mgのヒアルロン酸Naを経口摂取することで、皮膚
水分量が増加すると考えられる。

３．表示しようとする機能性と研究レビューの関連性
　本研究レビューの機能性関与成分は、本届出食品と同様にヒアルロン酸Naであり、同等性に
問題はないと考えられる。また、適切な皮膚水分量の増加は、肌の潤いに役立ち、乾燥をやわら
げることと密接に関連する。
本研究レビューで評価したアウトカムは、皮膚水分量であり、表示しようとする機能性と設定した
リサーチクエスチョンと密接に関連すると考えられる。




